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本書について 

 

平塚市では、平塚の環境を守り育てていく指針として「平塚市環境基本計画」を策定し、地球

温暖化防止や自然環境の保全等につながる施策の取組を進めています。 

環境基本計画では、毎年度、前年度における施策の実施状況について評価・点検を行い、計

画に位置づけた施策の着実な推進を図ることとしており、この度、環境基本計画（事業計画前

期）に位置付けられた 2021年度（令和 3年度）の施策・事業の進捗状況がまとまりましたので、

報告させていただきます。 
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平塚市環境基本計画について 

 

 「平塚市環境基本計画」（平成29年3月策定）は、環境の保全と創造に関する施策を総合かつ

計画的に推進する上での基本となる計画です。この計画に基づき、平塚市では、市民・事業者・

市が協働でさまざまな取組を進めています。 

 

1 計画期間 

  計画期間は、平成29年度から令和8年度までとしますが、環境問題をとりまく社会情勢の

変化などにより、必要に応じて見直しを行います。また、施策や事業計画については、5 年毎

に見直しを行います。 

事業計画前期：平成 29年度～令和 3年度 

事業計画後期：令和 4年度～令和 8年度 

 

2 環境基本計画のめざすもの 

（1）めざすべき環境像 

  環境基本計画では、市民、事業者、市の三者が共通の認識を持って環境の保全と創造に取り

組むために、「めざすべき環境像」を次のとおり掲げています。 

 
 

 

（2）3つの基本方針 

めざすべき環境像の実現に向けて、環境の保全と創造に取り組んでいくため、3 つの基本

方針を設定します。そのため、計画に位置付けられるすべての施策は、3 つの基本方針を尊

重して進めることとします。基本方針の理念に沿って施策を実現していくことで、めざすべき

環境像の実現を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球にやさしい、自然にやさしい、人にやさしいまち ひらつか 

1 環境保全・創造への参加と協働 

市民・事業者の自発的かつ積極的な参加と

市を含めた三者の協働により、将来の世代に

継承すべき環境の保全と創造をたゆみなく

行います。 

2 自然と人との共生の確保 

丘陵、里山、農地、河川、海などの豊かで

身近な自然を大切にするとともに、これらの

自然とのふれあいを図り、自然と人との共生

を図ります。 

3 地球にやさしい社会の実現 

日常生活や事業活動の中で環境への負荷

を低減し、大気、水、資源などの物質循環シ

ステムの確立や低炭素社会の実現を推進し

ます。 
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（3）重点テーマ 

 めざすべき環境像の実現に向けて、基本方針に沿って、環境の保全と創造を推進していくた

めには、分野別の施策を、それぞれ個別に取り組むのではなく、施策どうしを連関させて庁内の

関係部署が横断的に取り組むとともに、市民と市、事業者と市等のように各主体が連携し、施

策を総合的に推進していくことが必要です。このように、施策を総合的に推進することで、より

良いまちづくりに寄与するよう、多角的な視点を持って取り組みます。 

 3つの基本方針を、より具体的に施策に反映させるため、本市の主要課題を踏まえて、多岐に

わたる施策の中でも特に重点的に取り組む 3つの重点テーマを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点テーマ 1： 

「環境市民」が活躍する地域づくり 

基本方針 1： 

環境保全・創造への 

参加と協働 

 
多様な環境保全・創造に向け、多様な主体による取組を

推進するため、「環境市民」の活動の輪を広げます。 

重点テーマ 2： 

自然環境が有する機能・魅力の活用 
基本方針 2： 

自然と人との共生 

の確保 

環境基本計画の基本方針 3 つの重点テーマ 

自然環境の保全を進めるとともに、自然を活用していく

ことで、自然と人との共生を図ります。 

重点テーマ 3： 

低炭素社会・循環型社会の形成による持続可能な社会 
基本方針 3： 

地球にやさしい 

社会の実現 
低炭素社会、循環型社会の形成に向け、まちづくりを進

めます。 
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3 施策の体系 

環境基本計画では、「生活環境分野」、「自然環境分野」、「都市環境分野」、「地球環境分野」及

び「環境保全活動等」の施策を定めます。めざすべき環境像の実現を目指し、各施策は、基本方

針の理念を尊重して取り組むこととします。 

また、市民、事業者、市等がそれぞれ自主的かつ積極的に取り組むことで、めざすべき環境像

の実現につながることから、市民・事業者等による取組についても、例示します。 

分 野 施策の柱 施  策 

1 

安全な生活

環境を確保

します 

(生活環境分野) 

1－1 大気環境・水環境を保全

します 

・大気環境の保全対策の促進 

・水環境の保全対策の促進 

1－2 安全で快適な生活環境

を確保します 

・化学物質対策の促進 

・土壌汚染・地下水汚染への対応 

・騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組 

2 

自然環境を

保全・再生し

ます 

(自然環境分野) 

2－1 生物多様性を保全しま

す 

・生物多様性の保全対策の推進 

2－2 里山を保全・再生します ・里山の保全・再生とふれあいの推進 

2－3 水辺の自然を再生しま

す 

・川や海の自然環境の再生とふれあいの推進 

2－4 農地を保全・活用します ・農業の活性化、農業とのふれあいの推進 

・環境に配慮した農業の推進 

3 

快適な都市

環境を保全 

・創造します 

(都市環境分野) 

3－1 うるおいとやすらぎの

あるまちをつくります 

・みどりのネットワークの形成 

・さわやかで清潔なまちづくりの推進 

・平塚らしい景観のあるまちづくりの推進  

3－2 環境共生型のまちをつ

くります 

・環境共生モデル都市の形成 

・交通の円滑化の推進 

・ヒートアイランド対策の推進 

4 

地球環境保

全へ貢献し

ます 

(地球環境分野) 

4－1 低炭素社会の実現に向

けて取り組みます 

・再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器等の

導入促進 

・くらしや事業活動における環境への配慮の促進 

・市の事業活動における環境への配慮 

4－2 循環型社会の実現に向

けて取り組みます 

・廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進 

・不法投棄防止対策の推進 

5 

市民・事業者

等による環境

保全活動を促

進します 

(環境保全活動等) 

5－1 環境教育・環境学習を推

進します 

・幼稚園・小中学校などにおける環境教育の充実 

・地域における環境教育・環境学習の充実 

5－2 市民等の取組や連携を

支援します 

・市民活動や企業の取組に対する支援 
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4 年度ごとの進行管理方法 

（1） 計画の点検・評価及び公表について 

① 担当課による自己点検 

・ 前年度に実施された施策の実績、自己評価、自己評価の説明を報告します。 

・ 前年度に実施された施策の実績、自己評価をもとに課題を抽出します。 

・ 当該年度に実施する施策の計画を報告します。 

 

② 平塚市環境審議会による点検 

        ・ 担当課による自己点検をもとに計画の進行状況を確認し、点検を行います。 

   ・ 点検結果をもとに計画の進行状況を評価します。 

 

③ 市民意見の反映と対応状況の公表 

      ・ 担当課、平塚市環境審議会による点検に関する資料及び環境審議会議事録を平塚市ウェ

ブサイト上に公表します。 

   ・ 計画の進行状況等について寄せられた市民意見については、今後の計画推進に 

        反映していきます。 

 

 ④ 年次報告書の作成 

        ・ 担当課、平塚市環境審議会による点検に関する資料を年次報告書としてまとめ、 

        関係機関等に配付するとともに、平塚市ウェブサイト上に公表します。 

 

（2） 計画等の見直しについて 

① 計画の点検・評価をもとに施策の進め方や計画、事業計画を見直します。 

② 見直しをする際には、環境審議会に報告し、意見を聴取します。 
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【評価基準】 

数値目標がある場合 数値目標がない場合

達成率１００％超 目標を超える実績が得られた場合 5

達成率８０％以上１００％以下
目標を達成した場合
目標達成と同等と考えられる実績が得られた場合 4

達成率５０％以上８０％未満 概ね計画どおり事業が進展したが、目標を達成できなかった場合 3

達成率１０％以上５０％未満 あまり事業が進展せず、目標を達成できなかった場合 2

達成率１０％未満
目標値を著しく下回った場合
計画上事業を実施する予定であったが、実施できなかった場合 1

その他
方針を変更又は廃止した場合
未実施又は実績等がでておらず評価できない場合

―

評価

実績値、実施内容に対する評価

評価基準

 

【重点施策の見方】 
（重点施策は、当該年度目標値に対する実績と評価、評価の説明や課題等を記載しています。） 

目  標 

№ 

個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

※

施

策

№ 

 

※環境基本計画事業

計画から転記 

目標値 

※環境基本

計画事業計

画から転記 

※環境基本

計画事業計

画から転記 

※環境基本

計画事業計

画から転記 

※環境基本

計画事業計

画から転記 

※環境基本

計画事業計

画から転記 

実績 

※平成29年

度実績を記

載 

※平成30年

度実績を記

載 

※令和元年

度実績を記

載 

※令和 2 年

度実績を記

載 

※令和 3 年

度実績を記

載 
※環境基本計画事業

計画から転記 

【個別策の見方】 

（個別施策は、当該年度計画と実績、評価、評価の説明や課題等、次年度計画を記載しています。）

※施策の内容 

№ 
個別施策 

令和 3年度計画 令和 3年度実績 令和 4年度計画 評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

※施

策№ 

※環境基本計画事

業計画から転記 
※令和３年度計画

を記載 

※令和３年度実績

を記載 

※後期実施計画へ

移行のため、本資料

には掲載しておりま

せん。 

〈評価〉 

※令和３年度の計画に

対する達成状況を「1～

5」、「－」で評価 

〈評価の説明や課題等〉 

※評価の説明や課題等

を記載 

※環境基本計画事

業計画から転記 

評  価 

令和 3年度評価 ※令和 3年度の目標に対する達成状況を「1～5」、「－」で評価しています。 

評価の説明や課題等 ※評価の説明や課題等を記載しています。 

進捗状況点検結果の見方について 
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【施策分野ごとの評価の見方】 

（重点施策、個別施策の評価をもとに、施策分野ごとに評価をします。） 

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価 施策№ 個別施策 評価

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№１の

評価)

1 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№2の

評価)

2 ※環境基本計画事業計画から転記

3 ※環境基本計画事業計画から転記

4 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№5の

評価)

5 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№６の

評価)

6 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№7の

評価)

7 ※環境基本計画事業計画から転記

8 ※環境基本計画事業計画から転記

9 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№１０

の評価)

10 ※環境基本計画事業計画から転記

11 ※環境基本計画事業計画から転記

12 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№13の

評価)

13 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№14の

評価)

14 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№15の

評価)

15 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№16の

評価)

16 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

(施策№3,4の

平均値)

(施策№8,9の

評価)

(施策№11,12

の平均値)

(施策№1,2の

平均値)

※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記

(施策№１～１

６の平均値)

※環境基本計
画事業計画か
ら転記

(施策№3～6

の平均値)

(施策№７～９

の平均値)

(施策№10～

12の平均値)

(施策№13～

16の平均値)

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

(施策№１～６

の平均値)

(施策№７～１

６の平均値)

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

 

評価の説明
(施策分野)

施策分野全体の評価の説明を記載します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の方法について 

・個別施策の評価は、当該年度計画に対する達成状況を「1～5」、「－」で評価します。 

・重点施策についても個別施策の 1 つとして評価します。 

・「施策の分野」、「施策の柱」、「施策」、「施策の内容」の評価は評価区分ごとに位置付 

けられている個別施策の評価の平均値とします。(小数点第 2 位を四捨五入) 

・方針を変更又は廃止した場合や未実施又は実績等がでておらず評価できない場合は、評価を「－」

とし、評価対象から外しています。 

・「施策の分野」は、施策分野全体の評価の説明を記載します。 
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計画全体の評価の見方】 

（施策分野ごとの評価をもとに、計画全体の評価をします。） 

施策分野 評価 

1 安全な生活環境を確保します 

（生活環境分野） 

施策分野 1の 

評価を記載 

2 自然環境を保全・再生します 

（自然環境分野） 

 施策分野 2の 

評価を記載 

3 快適な都市環境を保全・創造します 

（都市環境分野） 

施策分野 3の 

評価を記載 

4 地球環境保全へ貢献します 

（地球環境分野） 

施策分野 4の 

評価を記載 

5 市民・事業者等による環境保全活動を促進します 

（環境保全活動等） 

施策分野 5の 

評価を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            総合評価 

令和３年度 

評価 

施策の分野 1～5の平均値を記載します。 

評価の説明 

計画全体の評価の説明を記載します。 
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1 安全な生活環境を確保します（生活環境分野） 

評価 評価 評価　 施策の内容 評価

①事業活動に伴う大気汚染防止対策の促
進

4.0

②大気汚染状況の監視測定等の実施 4.0

①家庭からの生活排水の適正な処理の促
進

4.0

②事業活動に伴う排水の適正な処理の促
進

4.0

③水質汚濁状況の監視測定等の実施 5.0

①化学物質に関する情報収集・提供 4.0

②化学物質対策の促進 4.0

①土壌汚染・地下水汚染の未然防止対策
の促進

4.0

②地下水汚染状況の監視測定の実施、汚
染浄化対策効果の確認

4.0

①自動車や新幹線による騒音・振動への
対応

4.0

②工場・事業場に対する規制・指導の実
施

4.0

③悪臭への対応 4.0

④地盤沈下の防止 4.0

施策

１－１　大気
環境・水環境
を保全します

4.0

３　騒音・振
動・悪臭・地
盤沈下に対す
る取組

１－２　安全
で快適な生活
環境を確保し
ます

4.1

4.0
1　化学物質
対策の促進

4.2

4.3

２　水環境の
保全対策の促
進

4.0

1　大気環境
の保全対策の
促進

施策分野 施策の柱

１　安全な生
活環境を確保
します(生活
環境分野)

4.0

２　土壌汚
染・地下水汚
染への対応

4.0

 

2 自然環境を保全・再生します（自然環境分野） 

評価 評価 評価　 施策の内容 評価

①野生生物の情報収集、生物多様性の保全策
の検討

4.0

②生物生息空間の保全対策の推進 4.0

③野生生物への理解の促進 4.0

④有害鳥獣対策の推進 4.0

⑤特定外来生物の防除 4.0

⑥生物多様性の保全に取り組む市民活動団体
等の活動促進

4.0

①西部丘陵地域資源まちづくり支援 3.0

②市民を主体とした継続的な里山保全活動の
促進

4.0

③里山の自然とふれあいの促進 －

①川や海の自然環境の保全と再生 3.8

②川や海とのふれあいの促進 3.8

①農業活性化の推進 4.3

②農業とのふれあいの促進(都市農業理解の
促進)

4.0

③地産地消の推進 4.0

①環境保全型農業の促進 4.0

②家畜排せつ物処理施設等の整備・改修に対
する助成

4.0

③自然環境に配慮した農道・水路等の整備 4.0

施策分野 施策の柱 施策

3.8

１　川や海の
自然環境の再
生とふれあい
の推進

２　自然環境
を保全・再生
します(自然
環境分野)

3.9

2-1 生物多様
性を保全しま
す

2-2 里山を保
全・再生しま
す －

4.0

2-3 水辺の自
然を再生しま
す

2-4 農地を保
全・活用しま
す

4.1

1　生物多様性
の保全対策の
推進

２　環境に配
慮した農業の
推進

4.1

3.8

－

4.0

4.0

１　農業の活
性化、農業と
のふれあいの
推進

1　里山の保
全・再生とふ
れあいの推進

 

 

 

 

 

 

施策分野ごとの評価 
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施策№ 評価

1 4

2※ 4

3 4

4 4

5 4

6 5

7 4

8 4

9 4

10 4

11 4

12 4

13 4

14 4

15 4

16 4

水質汚濁状況の監視測定等の実施

地下水汚染状況の監視測定の実施

土壌汚染・地下水汚染の未然防止対策の促進

ダイオキシン類対策の促進

化学物質の適正管理の促進

化学物質に関する情報収集・提供

地盤沈下量の測定と地下水利用の規制・指導

臭気指数規制による悪臭への対応の充実

工場･事業場に対する規制・指導の実施

自動車や新幹線による騒音・振動への対応

工場・事業場の汚染対策効果確認調査の実施

工場･事業場に対する指導等の実施

水洗化の促進

合併処理浄化槽の設置促進

大気汚染状況の監視測定等の実施

工場・事業場に対する指導等の実施

施策　（「※」：重点施策）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策№ 評価

17 4

18 4

19 4

20 4

21※ ー

22 4

23 4

24 4

25 3

26※ 4

27 ー

28 3

29 4

30 4

31 4

32 4

33 4

34 4

35 3

36 4

37 4

38 4

39 ー

40 4

41※ ー

42 5

43 4

44 4

45※ 4

46 ー

47※ ー

48 4

49 4

50 4

51 4

52 4

53 4

自然についての展示、講座、観察会等の実施

生物空間の維持管理と利用

みどりと水辺のネットワークの形成

野生生物の情報収集・発信

生物多様性の保全に向けた仕組みづくりの検討

施策　（「※」：重点施策）

市民を主体とした継続的な里山保全活動の促進

西部丘陵地域資源まちづくり支援事業

市民活動団体等の活動促進

特定外来生物の防除

鳥獣による生活被害防除の推進

桂川・相模川流域協議会への参加

海底耕うんの実施

海岸侵食対策の促進

水辺・海辺の市民活動の促進

里山体験教室等の開催

農地の貸し借りの促進

援農ボランティアの促進

担い手育成事業

稚魚放流体験の実施

都市漁村交流活動の支援

自然環境に配慮した農道・水路等の整備

家畜排せつ物処理施設等の整備･改修に対する
助成

環境保全型農業の促進

地場産品の普及

農業振興地域整備計画の推進

河川で活動する市民活動団体の支援と連携強化

水辺の散策路の維持管理

馬入花畑の整備

馬入水辺の楽校の運営に対する支援

湘南里川づくりへの参加

金目川水害予防組合の活動の支援

地産地消の推進

農の多面的機能の支援

農業理解の促進

花アグリとその周辺における農の拠点づくりの推進

市民農園の利用促進

有害鳥獣による農業被害対策の推進

 

評価の説明（施策分野） 

施策分野全体の評価としては、「４．１」となり、

「４」（目標達成と同等と考えられる実績が得ら

れた場合）以上の評価を得ることができ、「施策

№６」については、目標を超える実績を得ること

ができました。また、他の施策についても「４」

（目標達成と同等と考えられる実績が得られた

場合）の評価を得られました。今後も、市ウェブ

ページ、広報紙、申請案内等を通して市民の事

業の理解を深め、分野に位置付けられた各施策

を着実に実施することで、安全な生活環境の確

保を推進します。 

評価の説明（施策分野） 

施策の分野の評価としては、「３．９」となり、

「４」（目標達成と同等と考えられる実績が得

られた場合）に達しませんでした。 

「施策№42」については、目標を超える実績

を得ることができました。一方で、「施策№

25」「施策№28」「施策№35」については、

新型コロナウイルス感染症の影響で集客する

事業が一部中止となったため、「３」（概ね計

画どおり事業が進展したが、目標を達成でき

なかった場合）の評価となりました。 

なお、「施策№27」や「施策№39」など、多数

の参加者を集めて実施する施策については、

新型コロナウイルス感染症の影響で中止とな

ったため、正確な評価ができず評価対象から

外しました。コロナ禍においても、施策を推進

できるよう事業実施団体と協力しながら事業

の実施方法等を検討していきます。 
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3 快適な都市環境を保全・創造します（都市環境分野） 

 

評価 評価 評価　 施策の内容 評価

①拠点となるみどりの確保 4.0

②みどりのつながりの確保 4.0

③市民や事業者による緑化活動の支援と促
進

3.7

①さわやかで清潔なまちづくりの推進 －

②ペットと人が快適に共生するまちづくり
の推進

4.0

①平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 4.0

②平塚八景や歴史的・文化的資源の保全と
活用

4.3

4.0 ①ツインシティの形成に向けた取組の推進 4.0

①交通による環境負荷の低減 4.0

②自転車の利用しやすいまちづくり 4.0

③交通の分散と円滑化 4.0

3.8 ①ヒートアイランド対策の推進 3.8

２　交通の円
滑化の推進

３　快適な都
市環境を保
全・創造しま
す（都市環境
分野）

4.0

３　ヒートア
イランド対策
の推進

3.8

１　みどりの
ネットワーク
の形成

３　平塚らし
い景観のある
まちづくりの
推進

4.1

１　環境共生
モデル都市の
形成

4.0

２　さわやか
で清潔なまち
づくりの推進

4.0

3.9

3-2 環境共生
型のまちをつ
くります

3-1　うるお
いとやすらぎ
のあるまちを
つくります

4.0

施策分野 施策の柱 施策
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施策№ 施策 （「※」：重点施策） 評価 

54 身近な公園整備の推進 4 

55※ 花とみどりのまちづくりの推進 4 

56 生垣の設置促進と良好な樹木等の保全 ー 

57 道路沿いの緑化 4 

58 緑化に関する普及啓発の実施 3 

59 市民の緑化活動に対する支援 4 

60 事業所等における緑化の促進 4 

61 美化推進モデル地区における取組の支援 ー 

62 清潔なまちづくりに向けた普及啓発の実施 ー 

63 野良猫による生活被害軽減策の実施 4 

64 飼い主への意識啓発 4 

65 景観計画及び景観条例に基づく取組の推進 4 

66 建築協定制度の導入促進 4 

67 屋外広告物の掲出に関する規制･指導の実施 4 

68※ 花の名所づくり 4 

69 平塚八景の活用 4 

70 歴史的・文化的資源の保存と活用 5 

71 社寺林や屋敷林など歴史ある緑の保全 4 

72※ 
土地区画整理組合による土地区画整理事業並び

に地域住民と連携したまちづくりの推進 
4 

73 ツインシティの整備の推進 4 

74 
ツインシティにおける公共交通の利用促進の検

討 
4 

75 ツインシティにおける緑化の導入や推進の検討 4 

76 ツインシティにおける排水性舗装等の導入検討 4 

77 
ツインシティにおける再生可能エネルギーや家庭

用燃料電池の導入検討 
4 

78 バス交通の整備促進 4 

79 道路の新設・改良 4 

80 鉄道交通の整備促進 4 

81※ 自転車通行帯の整備 4 

82 
駐輪場の整備促進と民間自転車等駐車場整備

への支援 
4 

83 新しい公共交通システムの検討 4 

84 建物等の緑化の促進 4 

85 身近な公園整備の推進（再掲） 4 

86 人工排熱の抑制に向けた普及啓発の実施 4 

87※ クール・タウンの普及啓発の実施 3 

評価の説明（施策分野） 

施策分野全体の評価としては「４．０」とな

り、施策の分野としては、「４」（目標達成と

同等と考えられる実績が得られる場合）の

評価を得ることができました。「施策№

70」については、目標を超える実績を得

ることができました。一方で、「施策№58」

については、新型コロナウイルス感染症の

影響で集客する事業が一部中止となった

ため、「３」（概ね計画どおり事業が進展し

たが、目標を達成できなかった場合）の評

価となりました。 

なお、「施策№61」や「施策№62」など、新

型コロナウイルス感染症の影響で事業が

中止となったため、正確な評価ができず

評価対象から外しました。 

今後も分野に位置づけられた各施策を着

実に実施することにより、快適な都市環境

の保全、創造を推進します。 
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4 地球環境保全へ貢献します（地球環境分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 市民・事業者等による環境保全活動を促進します（環境保全活動等） 

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価  施策の内容 評価 

５ 市民・事

業者等によ

る環境保全

活動を推進し

ます（環境保

全活動等） 
4.2 

５－１ 環境

教育・環境学

習を推進しま

す 
4.4 

１ 幼稚園・小中

学校などにおけ

環境教育の充実 

4.5 

①幼稚園・保育園・小中学校での環境学習の推進 4.5 

②学校などでの環境学習の支援 4.5 

２ 地域におけ

る環境教育・環

境学習の充実 4.3 

①子どもを対象とした環境教室等の開催 4.5 

②幅広い年齢層を対象にした環境学習の促進 4.3 

③人材育成 4.0 

５－２ 市民

等の取組や

連携を支援し

ます 

3.8 

1 市民活動や

企業の取組に対

する支援 
3.8 

①市民の環境保全活動に対する支援 3.5 

②環境にやさしい企業づくりの支援 4.0 

③環境保全団体のネットワークづくりの促進 4.0 

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価

②新たな再生可能エネルギーの促進 5.0

4.0

２　くらしや事
業活動におけ
る環境への配
慮の促進

3.4

①環境に配慮したくらしの普及 3.8

②環境に配慮した事業活動の普及 4.0

１　再生可能
エネルギーや
高効率な省エ
ネルギー機器
等の導入促進

4.5

3.9

３　市の事業
活動における
環境への配慮

4.0

１　廃棄物の
発生抑制・資
源化の推進

②廃棄物の適正処理の推進

①一般家庭や事業者への再生可能エネルギー、
高効率な省エネルギー機器等の導入促進

4.1

２　不法投棄
防止対策の推
進

4.0 ①不法投棄防止対策の推進 4.0

４　地球環境
保全へ貢献し
ます（地球環
境分野）

4.0

4.0

①市の事業活動における環境への配慮 4.0

４－２　循環型
社会の実現に
向けて取り組
みます

4.1

①廃棄物の発生抑制・資源化の推進 4.2

４－１　低炭素
社会の実現に
向けて取り組
みます
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施策№ 評価

88 4

89 ー

90 ー

91 5

92※ 5

93 4

94 4

95 4

96 5

97 4

98 3

99※ 3

100 4

101 4

102 4

103 3

104 4

105 4

106 4

107 4

108※ 5

109※ 4

110 4

111 4

112 3

113 4

114 4

115 ー

116 4

117 5

剪定枝の有効利用

再生可能エネルギーに関する普及啓発の実施

省エネルギー機器等に関する普及促進の実施

地域資源を活用した新産業（波力発電関連分野）の
創出

日常生活における環境への配慮の取組の促進

公共施設の太陽光発電システム等の再生可能エネル
ギー、省エネ改修や、省エネ型機器の導入検討、推
進

電気自動車等に関する普及促進の実施

電気自動車の充電設備の設置

防犯街路灯のLED照明の使用

道路照明灯のLED照明の使用

雨水の有効活用の促進

クール・タウンの普及啓発の実施（再掲）

クールシェアスポットの紹介

不法投棄物の追跡調査と回収

使用済小型電子機器等の資源化の促進

環境にやさしい店舗づくりの推進

焼却残さの資源化の推進

広域的なごみ処理の推進

不法投棄防止パトロールの実施

不法投棄防止に向けた普及啓発

ごみの焼却に伴う余熱利用の推進

公共施設における環境に配慮した電力調達契約の推
進

家庭系ごみの減量化・資源化に向けた普及啓発

環境に配慮した電力契約の推進

事業系ごみの排出ルールの徹底や事業者に対する指
導

施策　（「※」：重点施策）

ライトダウンキャンペーンの実施

建築に伴う環境負荷の低減

ひらつかエコモードの取組の推進

廃棄物発電

事業者の太陽光発電システム等の設置に対する支援

 

施策№ 評価

118※ 5

119 4

120 5

121 4

122 ー

123 4

124 5

125 4

126 4

127※ 5

128 4

129 4

130 4

131 3

132 4

133 4

134※ 4ひらつか環境ファンクラブの活動の促進

青少年育成・生涯学習等における環境学習の促
進

博物館における環境に関する講座等の開催

市民活動団体等と連携した出前講座等の実施

緑と水に関わるきっかけとなる体験学習の実施

環境保全に関わるリーダー等の養成

環境保全活動団体への支援

市民によるまちづくりの支援

環境に配慮した活動の推進

公害関係法令に関する情報提供

施策　（「※」：重点施策）

わかば環境ISOの推進

保育園における環境への取組の促進

学校での出前教室等の開催

環境学習教材や情報の提供

子ども環境教室の開催（金目川生き物観察会は再掲）

環境ポスターコンクール等の実施

こども自然体験教室の開催

 

評価の説明（施策分野） 

施策の分野としては、「４．０」となり、「４」

（目標達成と同等と考えられる実績が得ら

れる場合）の評価を得ることができまし

た。「施策№91」「施策№92」「施策№96」

「施策№108」「施策№117」については、

目標を超える実績を得られました。一方

で、「施策№99」「施策№112」等について

は、新型コロナウイルス感染症の影響で、イ

ベントの中止等で事業を縮小して啓発を

実施したため「３」（概ね計画どおり事業が

進展したが、目標を達成できなかった場

合）の評価となりました。 

なお、「施策№89」「施策№90」「施策№

115」は、新型コロナウイルス感染症の影

響で啓発事業が中止となったため、正確な

評価ができず評価対象から外しました。 

今後も、市民や事業者が地球環境保全活

動を実施しやすい環境を整備することで、

地球環境を推進します。 

評価の説明（施策分野） 

施策分野全体の評価としては「４．２」となり、

施策の分野としては、「４」（目標達成と同等

と考えられる実績が得られる場合）の評価を

得ることができました。「施策№118」「施策

№120」「施策№124」「施策№127」につい

ては、目標を超える実績を得ることができま

した。一方で、「施策№131」については、新

型コロナウイルス感染症の影響で集客する事

業が一部中止となったため、「３」（概ね計画

どおり事業が進展したが、目標を達成できな

かった場合）の評価となりました。 

今後も事業者や市民団体と協力し、環境保

全活動を推進します。 
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平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

評価 評価の説明や課題等

2
大気汚染状況の監視測
定等の実施

【重点3】
光化学スモッグの発生は、窒素酸化物などの汚染物質濃度のほか、気温や紫外線
（日射）などの気象条件と密接な関係があります。気象の観測や大気汚染の常時監
視を行い、情報発信することにより、健康被害を防止します。

76% 76% 80% 80% 80% 80% 80% 80% 80% 80% 4

市内５箇所の測定局において、大気常時監視測
定を実施しました。
【環境基準達成状況】二酸化硫黄、二酸化窒素、
一酸化炭素、浮遊粒子状物質（長期的評価）、微
小粒子状物質は達成、光化学オキシダントは非
達成。（達成率：80％　16/20）

大気汚染に係る
環境基準達成率

21
自然についての展示、
講座、観察会等の実施

【重点2】
自然に関する講座や体験学習、自然観察などの行事を開催することで、市民の野生
生物への理解を高め、人と自然との共生の推進を図ります。

225人 230人 235人 240人 245人 326人 177人 199人 47人 168人 ー

【みどり公園・水辺課】ヤギ島探検ツアー（106人）
を開催しました。
【博物館】自然教室（５回、62人）を開催しました。

※環境政策課が実施を予定していた子ども環境
教室（金目川生き物観察会）は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、開催することができま
せんでした。

参加人数

26
市民を主体とした継続
的な里山保全活動の促
進

【重点1】
市民参加による里山保全活動を行うことで、環境市民による保全活動の促進につな
げます。
【重点2】
古くから人が生活に利用してきた雑木林や、人が開いた農地が一体となった場所が
里山です。里山を保全していくことで、自然と共生し自然の恵みを活かしていきます。

10回
390人

10回
390人

10回
400人

10回
410人

10回
420人

9回
478人

10回
468人

10回
425人

2回
62人

6回
126人

4
コロナ禍のため事業は計画どおりにはできませ
んでしたが、里山の維持管理は対応できました。

里山保全活動の
活動回数・参加人数

41
援農ボランティアの促
進

【重点1】
農家の「高齢化、後継者不足による農作業の補助」の必要性と、ボランティアの「農業
とのふれあいによる充実感を得たい」という声をマッチングし、援農ボランティアの力
を農業活性化に活かします。
【重点2】
高齢化、後継者不足によって耕作の維持が難しくなる農地を活かし、保全していきま
す。

10件 15件 20件 25件 30件 9件 6件 8件 0件 0件 ー
新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため、事
業を休止しました。

援農ボランティアの
マッチング実績数

45 市民農園の利用促進

【重点1】
自然志向を背景に、農業体験に対する都市住民の関心が高まり、余暇活動としてだ
けでなく、子どもの教育面からも、自然や土とのふれあいを求め、市民農園を利用す
る人々が増えています。このようなことから、市民農園の利用を促進していきます。
【重点2】
市民農園として自然の恵みを活用します。

95% 95% 95% 95% 95% 94% 92% 92% 95% 95% 4
引き続き、市ＨＰで空き区画情報の提供や広報
ひらつかに利用者募集を掲載する等、利用率の
向上に努めます。

市民農園の利用率

47 農業理解の促進

【重点2】
地産地消の推進イベントを開催し、地元の農産物等への理解を高めるとともに、農業
の魅力を活かしていきます。
【重点3】
地域で採れた農産物を使用することで、輸送によるガソリン等の燃料の削減、保存の
ための冷蔵冷凍に使用する電気使用量の削減等につながります。

60,000人 61,000人 62,000人 63,000人 64,000人 81,291人 119,000人 101,337人 0人 0 ー
新型コロナウイルス感染症の影響で、各種イベン
トが中止となりました。

地産地消イベント来場者数

55
花とみどりのまちづくり
の推進

【重点1】
公園、広場、公民館へ花苗を配布し、環境市民による花と緑のまちづくりを促進しま
す。
【重点2】
みどりのネットワークの形成を進めることで、花と緑に親しめるまちづくりを進めます。

40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 4
目標どおり、40箇所に花苗を配布することができ
ました。

花苗の配布箇所数

68 花の名所づくり

【重点1】
花の名所づくりに市民参加により取り組みます。
【重点2】
花の名所の魅力を活かすとともに、市民が自然に親しめる場をつくります。

11箇所 11箇所 12箇所 12箇所 12箇所 11箇所 11箇所 11箇所 11箇所 11箇所 4 11箇所を花の名所とすることができました。 花の名所箇所数

72

土地区画整理組合によ
る土地区画整理事業並
びに地域住民と連携し
たまちづくりの推進

【重点3】
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）など、省エネ性能の高い住宅や再生可能エネ
ルギー、家庭用燃料電池等の導入誘導により、環境共生のモデルとなる低炭素のま
ちづくりを促進します。

‐ ‐ 40% 50% 60% ― 2% 33% 39% 59% 4
土地区画整理事業の進捗率を上げることができ
ました。

土地区画整理事業の進捗
率

81 自転車通行帯の整備

【重点3】
自転車は温室効果ガスを排出せず、化石燃料を使用しない交通手段であるため、自
転車のネットワーク整備率を向上させ、自転車の走行環境の改善を図ることで自転
車の利用を促進します。また、交通の安全性向上にもつながります。

18% 24% 33% 42% 52% 18% 24% 33% 38% 43% 4
平塚山下線など５路線の整備を行い、自転車の
走行環境改善し、自転車の利用促進を図ること
ができました。

平塚駅3㎞圏の
自転車ネットワーク整備率

指標となる数値、単位

令和３年度実績

№ 個別施策 重点テーマとの関係

目標

 

重点施策の目標と実績一覧 重点施策の目標と実績一覧 
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平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

評価 評価の説明や課題等

87
クール・タウンの普及啓
発の実施

【重点1】
住宅等へのみどりのカーテンの設置の取組が、市民に広がるよう、ＰＲをしていきま
す。
【重点3】
建物の壁面温度の上昇を抑えることで、冷房機器の電気の節減による温室効果ガス
の排出削減や、「適応策」として、ヒートアイランド現象の進行を抑制します。

25件 36件 39件 42件 45件 36件 28件 21件 18件 32件 3

令和４年度はみどりのカーテンづくり相談会を開
催し、みどりのカーテンづくりを促進するととも
に、すでにみどりのカーテンを設置している方向
けのコンテストの周知も積極的に行っていきま
す。

みどりのカーテンコンテスト
応募者数

応募件数（個人・団体）

92
日常生活における環境
への配慮の取組の促進

【重点1】

ひらつかCO２CO２プラン等、日常生活における環境配慮に関する情報の提供や、取

組の呼びかけを行い、環境市民による環境配慮行動の意識を高めます。
【重点3】
日常生活において温暖化の原因である温室効果ガスを削減する環境配慮行動を促
進することは、低炭素社会の実現につながります。

40% 41% 42% 43% 44% 34% 23% 32% 30% 47% 5

令和３年度は小学校12,114枚、中学校6,333枚を
配布しました。その結果小学生編に5,332人、中
学生編に3,278人の合計8,610人が参加しまし
た。（参加率は約46.6％）
一般家庭編については、今年度も環境省の
「COOLCHOICE」個人賛同を周知するとともに、
更に多くの市民が参加し易く、環境問題への関
心を高める契機となることを目指し、湘南ベル
マーレのホームタウンゲームにおいて来場者へ
のリーフレットの配付や大型ビジョンでの周知を
行いました。また、新たな試みとしてe-kanagawa
電子申請システムを用いて取組参加受付を行
い、事業の電子化を図るとともに、ひらつかス
ターライトポイントアプリ内のお知らせ機能や市
公式LINEにより事業周知の電子化にも取り組み
ました。結果1,018人から参加報告を受け、地球
温暖化対策への関心と理解を高めることができ
ました。

コツコツプランの小中学生
の参加者の割合

99
クールシェアスポットの
紹介

【重点3】
クールシェアスポットをウェブサイト等で紹介し、夏季の各家庭での電気使用量の削
減を推進します。また、クールシェアスポットは猛暑の際の「シェルター」となり、熱中
症対策として、市民の安心安全の向上につながります。

7施設 35施設 36施設 37施設 38施設 34施設 37施設 46施設 0施設 6施設 3

令和３年度は新型コロナウイルス感染症予防の
対策を講じながら公共施設６施設をクールシェア
スポットとし、家庭での電力需要が高まる夏季に
涼しい場所で過ごすことを推奨しました。

紹介している施設数

108
家庭系ごみの減量化・
資源化に向けた普及啓
発

903g 899g 894g 889g 889g 881ｇ 871ｇ 878g 853g
831g

（速報値）
5

現在、県が集計中のため、確定は令和４年３月
頃になる予定です。
ごみの減量を呼び掛けるチラシの配布等の推進
策を実施することにより、市民１人が１日に排出
するごみの量の削減を推進しました。

市民一人当たりのごみ排
出量

109
事業系ごみの排出ルー
ルの徹底や事業者に対
する指導

26.5% 26.5% 26.5% 26.6% 26.7% 23.9% 25.4% 25.3% 26.4%
26.0%
(速報値)

4

現在、県が集計中のため、確定は令和４年３月
頃になる予定です。
事業系ごみの排出ルールの徹底や多量排出事
業者に対するヒアリング調査を実施し、ごみの減
量化、資源化を推進しました。

ごみの資源化率

118 わかば環境ISOの推進

【重点1】
わかば環境ＩＳＯに学校、園ぐるみで取り組むことが、環境配慮行動を実践できる「環
境市民」の育成につながります。
【重点3】
わかば環境ＩＳＯは、取組の共通メニューとして「省資源」「省エネ」「ごみの減量化」に
取り組んでおり、温室効果ガスの排出削減や資源の再利用などに寄与します。

54校・園 54校・園 55校・園 55校・園 55校・園 55校・園 ５６校・園 57校・園 56校・園 57校・園 5

令和３年度はわかば環境ＩＳＯの取組がさらに広
がるように事業の趣旨・目的を直接説明すること
で、新たに県立中等教育学校1校が取組に参加
しました。
また、各学校・園での発達年齢段階に応じた取
組の浸透により、環境教育への取組の充実を図
りました。

参加校・園数

127
市民活動団体等と連携
した出前講座等の実施

【重点1】
出前講座を市民活動団体等と連携して行うことで、団体の活動の場を広げることにな
るとともに、市民の環境に対する理解の向上や、今後の市民活動等を担う人材育成
につなげます。
【重点2、3】
自然環境や地球環境保全に関する講座を提供することで、市民の環境に対する理解
を深め、市民一人一人の環境配慮行動につなげます。

10回 11回 12回 13回 14回 11回 １１回 13回 4回 15回 5

市民団体に講座開催を積極的に促すことにより、
環境・地球温暖化対策出前講座を開催すること
ができました。
目標回数よりも多く実施することができました。

講座開催回数

134
ひらつか環境ファンクラ
ブの活動の促進

【重点1】
市民活動団体等の活動促進により、市民による環境配慮活動の活性化を図るととも
に、団体等の活動発表の場を作ることで、広く市民への周知を行います。
【重点2、3】
自然環境や地球環境の保全に関する活動等を行っている市民活動団体の活動促進
は、自然環境の活用や低炭素社会、循環型社会の実現といった重点テーマの推進に
つながります。

団体会員
27団体

団体会員
28団体

団体会員
28団体

団体会員
29団体

団体会員
29団体

団体会員
27団体

団体会員
29団体

団体会員
29団体

団体会員
29団体

団体会員
29団体

4
ひらつか環境ファンクラブへの活動支援として、
活動発表会等の実施を支援しました。

ひらつか環境ファンクラブ
団体会員数

【重点3】
ごみの減量化、資源化を進め、ごみの焼却量を減らすことで、温室効果ガスの排出を
削減するとともに、限りある資源の消費を抑制し、地球にやさしい社会の実現に寄与
します。

個別施策 重点テーマとの関係

目標 実績 令和３年度

指標となる数値、単位№

重点施策の目標と実績一覧 
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（施策分野ごとの評価をもとに、計画全体の評価をします。） 

施策分野 評価 

1 安全な生活環境を確保します 

（生活環境分野） 
4．1 

2 自然環境を保全・再生します 

（自然環境分野） 
３．９ 

3 快適な都市環境を保全・創造します 

（都市環境分野） 
４．０ 

4 地球環境保全へ貢献します 

（地球環境分野） 
4．0 

5 市民・事業者等による環境保全活動を促進します 

（環境保全活動等） 
4．２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            総合評価 

令和３年度 

評価 
 4．0 

評価の説明 

計画全体として「４．０」となり、「４」（目標達成と同等と考えられる実績が得られる場

合）の評価となりました。 

「５ 市民・事業者等による環境保全活動を推進します」は評価が「４．２」となり、前年度

と比べて０．１ポイント高く、施策分野として「４」」以上の評価が得られました。また、「３ 

快適な都市環境を保全・創造します」」は評価が「４．０」となり、前年度と比べて０．１ポイ

ント高くなりました。一方で、「２ 自然環境を保全・再生します」は評価が「３．９」とな

り、前年度と比べ０．１ポイント低くなっています。 

重点施策、個別施策共に目標を達成できなかった施策については、課題解決に向けて

検証を行い、目標達成を目指します。また、目標を達成した施策についても、事業の更

なる推進に向けて後期事業計画を推進していきます。 

計画全体の評価 
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進捗状況点検結果 

 

1-1 大気環境・水環境を保全します 

●施策 1 大気環境の保全対策の促進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

2 

大気汚染状況の監視測定等の
実施・大気汚染に係る環境基
準達成率   

目標値 76％ 76％ 80％ 80％ 80％ 

実績 80％  80％ 80％ 80％ 80％ 市内 5 箇所の測定局におい
て、大気常時監視測定を実施
し、汚染の状況を把握します。 

 

① 事業活動に伴う大気汚染防止対策の促進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

1 

工場・事業場に対

する指導等の実施    

工場・事業場に対

して、立入調査・指

導等を実施しま

す。 

環境月間立入調

査、冬季の立入調

査を行い、測定結

果等の確認及び指

導を実施しました。

また、苦情発生時、

アスベスト排出工

事などの立入調査

（116 件）・指導等

を実施しました。 

後期計画に移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
環境月間、冬季立入調査について

は、年度ごとに立入が必要と思わ

れる事業所を選定しています。苦

情、アスベスト排出工事について

は、事案が発生した時点で迅速に

立入調査を行いました 

工場・事業場に対し

て、立入調査・指導

等を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 安全な生活環境を確保します 

評  価 

令和３年度評価  4 

評価の説明や

課題等 

市内５箇所の測定局において、大気常時監視測定を実施しました。 

【環境基準達成状況】二酸化硫黄、二酸化窒素、一酸化炭素、浮遊粒子状物質（長期的評価）、微小粒

子状物質は達成、光化学オキシダントは非達成。（達成率：80％ 16/20） 
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●施策 2 水環境の保全対策の促進 

① 家庭からの生活排水の適正な処理の促進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

3 

合併処理浄化槽の

設置促進 

補助要件に該当す

る合併処理浄化槽

の設置費用及び維

持管理費用を補助

します。 

浄化槽設置等補助 

0件 

 

浄化槽維持管理費

補助  205件 

後期計画に移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
広報紙やＨＰ、個別通知で制度を周

知しました。公共用水域の汚濁防止

や生活環境の保全に対する市民理

解を促進する必要があります。 

補助対象地域内に

設置された合併処

理浄化槽に対し補

助金を交付します。

また、維持管理費

用を補助します。 

4 

水洗化の促進 

戸別訪問等により

公共下水道への接

続を普及促進する

とともに排水設備

工事費の助成によ

り、普及率の向上

を図ります。 

〇未接続家屋の接

続を促す 

訪問件数 4,233

件 

 

〇宅内排水設備確

認 申 請 件 数 

1,134件 

 

〇排水設備工事費

助成 ２件 

後期計画に移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
未接続家屋への個別訪問は概ね年

１回以上実施しました。助成に関し

ては、申請期間に制限があり、供用

開始件数の減少に伴い減少傾向に

あります。 

公共下水道の普及

啓発を促進し、普

及率の向上を図り

ます。また、工事費

の助成により、普

及率の向上を図り

ます。 

② 事業活動に伴う排水の適正な処理の促進 

5 

工場・事業場に対

する指導等の実施 

工場・事業場に対

して、立入調査・指

導等を実施しま

す。 

水質汚濁防止法と

神奈川県生活環境

の保全等に関する

条例に基づき工場

等の立入調査（68

件）・指導を実施し

ました。 

後期計画に移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
６月の環境月間中の立入調査を実

施しました。 

また、事業所の排水検査も行いまし

た。 

冬季立入調査については、立入が

必要と思われる事業所を選定し、適

切に実施しました。 

工場・事業場に対し

て、立入調査・指導

等を実施します。 
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③ 水質汚濁状況の監視測定等の実施 

6 

水質汚濁状況の監

視測定等の実施 

神奈川県測定計画

に基づく環境調査

や市独自の水質測

定を実施します。 

河川のＢＯＤ値に

おいて、測定計画

地点２地点、独自

測定地点 19 地点

全 21 地点中の環

境 基 準 達 成 率

95％を目標とし、

達成状況を評価し

ます。 

神奈川県測定計画

に基づき河川２地

点、海域１地点の環

境調査を実施しま

した。また、市独自

の水質測定として

河川や主要排水路

19地点で測定を

実施しました。                             

【環境基準達成状

況】ＢＯＤ：<河川

>：100％

(21/21) 

後期計画に移行 

〈評価〉 5 

神奈川県測定計画

に基づく環境調査

や市独自の水質測

定を実施します。 

〈評価の説明や課題等〉 
河川のＢＯＤ値において、測定計画

地点２地点、独自測定地点 19 地点

の計 21 地点中の環境基準達成率

で評価しました。 

達成率 95％を目標とし、達成状況

を評価しました。 
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1-2 安全で快適な生活環境を確保します 

●施策 1 化学物質対策の促進 

① 化学物質に関する情報収集・提供 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

7 

化学物質に関する

情報収集・提供 化学物質に関する

情報の収集及び提

供を行います。 

神奈川県から本市

分のＰＲＴＲデータ

の提供を受け、有

害化学物質の使用

状況について HP

で情報発信を行い

ました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
令和 3年 6月に県からデータ提供

を受けた、有害化学物質の使用状

況について計画どおり HP で情報

発信を実施しました。 

化学物質に関する

情報の収集及び提

供を行います。 

② 化学物質対策の促進 

8 

化学物質の適正管

理の促進 
神奈川県生活環境

の保全等に関する

条例に基づく、化

学物質の自主的な

管理の状況の報告

を促します。 

神奈川県生活環境

の保全等に関する

条例に基づく、報

告を 76 件受理し

ました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
令和２年度に報告が必要な事業者

に対し、立入調査等の機会を利用し

て、報告書提出について啓発を行

いました。 

神奈川県生活環境

の保全等に関する

条例に基づく、化

学物質の自主的な

管理の状況の報告

を促します。 

9 

ダイオキシン類対

策の促進 
測定調査を実施す

るとともに市の

HP に公開し情報

提供する。また、苦

情等による立入調

査時に指導を行い

ます。 

一般大気環境調査

を１地点で年２回

実施するととも

に、ダイオキシン類

に関する情報につ

いて、市ホームペ

ージで公開し、情

報提供を行いまし

た。また、野焼き等

の立入指導を 25

件実施しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
大気環境調査については、年間の

測定計画を策定し、その計画に基

づいて実施しました。 

また、野焼き等の苦情があった事

業所については、パトロールにより

原因者を特定した後、立入指導を

行いました。 

測定調査をすると

ともに市のウェブ

サイトに公開し情報

提供します。また、

苦情等による立入

調査時に指導を行

います。 
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●施策 2 土壌汚染・地下水汚染への対応 

① 土壌汚染・地下水汚染の未然防止対策の促進 

№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

10 

土壌汚染・地下水

汚染の未然防止対

策の促進 
土壌汚染対策法及

び神奈川県生活環

境の保全等に関す

る条例に基づき、

立入調査・指導等

を行います。 

土壌汚染対策法及

び神奈川県生活環

境の保全等に関す

る条例に基づき、

10 件の立入及び

指導を行いまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
汚染対策工事実施について法令に

基づき報告がなされた事案につい

て、その作業が法令に定められた

方法により適切に行われているか、

立入調査により確認し、必要な指導

を実施しました。 

土壌汚染対策法、

水質汚濁防止法及

び神奈川県生活環

境の保全等に関す

る条例に基づき、

立入調査・指導等

を行います。 

② 地下水汚染状況の監視測定の実施、汚染浄化対策効果の確認 

11 

地下水汚染状況の

監視測定の実施 

水質汚濁防止法に

基づき、地下水汚

染実態調査を実施

します。 

神奈川県地下水質

測定計画に基づ

き、20地点で地下

水汚染実態調査を

実施しました。継続

監視調査で２地

点、環境基準を超

過していました。

【環境基準達成状

況 90％ 

（18/20）】 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
測定計画に定められた地点におい

て地下水質調査を実施しました。 

令和３年度に新たに汚染が見つか

った地点はありませんでした。 

水質汚濁防止法に

基づき、地下水汚

染実態調査を実施

します。 

12 

工場・事業場の汚

染対策効果確認調

査の実施 
工場・事業場の汚

染対策の効果確認

のため、地下水調

査を実施します。 

工場・事業場周辺

の汚染状況の確認

のため、５社の周

辺地下水調査を実

施しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
工場事業場周辺の井戸において、

汚染状況の確認のための調査を引

き続き行いました。 
工場・事業場の汚

染対策の効果確認

のため、地下水調

査を実施します。 
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●施策 3 騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組 

① 自動車や新幹線による騒音・振動への対応 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

13 

自動車や新幹線に

よる騒音・振動へ

の対応 

工場・事業場に対

して、立入調査・指

導等を実施しま

す。 

自動車騒音の常時

監視測定を４路線

７地点７区間で実

施し、環境基準の

達成率は、89.5～

100％でした。道

路交通騒音・振動

測定５路線の６地

点で実施し、騒音

は２地点で環境基

準に適合、振動は

全地点要請限度値

以下でした。新幹

線騒音・振動測定

を６地点で実施し、

騒音は１地点で環

境基準値に適合、

振動は全地点で勧

告指針値以下でし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
年間の測定計画に基づき予定して

いた地点の調査を全て実施しまし

た。 
自動車騒音の常時

監視測定、道路交

通騒音・振動測定、

新幹線騒音・振動

測定を実施します。 

② 工場・事業場に対する規制・指導の実施 

14 

工場・事業場に対

する規制・指導の

実施 工場・事業場に対

して、立入調査・指

導等を実施しま

す。 

騒音規制法、振動

規制法及び神奈川

県生活環境の保全

等に関する条例に

基づく届出を受理

するとともに適時

助言を行いまし

た。また、100 件

の立入を実施しま

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
環境月間、冬季立入調査において

は、年度ごとに立入が必要と思わ

れる事業所を選定し実施しました。

苦情においては、公害の発生原因

者に対して、立入調査を実施し、必

要な指導を行いました。 

工場・事業場に対し

て、立入調査・指導

等を実施します。 

③ 悪臭への対応 

15 

臭気指数規制によ

る悪臭への対応の

充実 悪臭防止法の臭気

指数規制に基づく

指導・規制、必要に

応じ測定を行いま

す。 

悪臭防止法の臭気

指数規制に基づ

き、事業所の指導

を行いました。ま

た、10 件の立入を

実施しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
悪臭苦情を受け付けた後、周辺調

査で原因者特定を進めました。原因

者が特定できた場合は、立入調査

を実施して、必要な指導を行いまし

た。 

悪臭防止法の臭気

指数規制に基づく

指導・規制、必要に

応じ測定を行いま

す。 
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④ 地盤沈下の防止 

№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

16 

地盤沈下量の測定

と地下水利用の規

制・指導 
地盤沈下の進行を

監視するため、市

内の水準点におい

て精密水準測量を

実施するととも

に、観測井による

地下水位の観測を

実施します。 

また、条例に基づ

く地下水利用の規

制指導を行いま

す。 

地盤沈下の進行を

監視するため、精

密水準測量及び観

測井による地下水

位の観測を実施し

ました。また、条例

に基づく地下水利

用の規制指導を行

いました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
市内の水準点において精密水準測

量を実施しました。また、月１回、観

測井による地下水位の観測を実施

しました。 

さらに、条例に基づく地下水採取事

業者から、地下水位の報告、地下水

採取量の報告を定期的に受理しま

した。 

観測井による地下

水位等の観測や精

密水準測量を実施

します。また、神奈

川県生活環境の保

全等に関する条例

に基づく地下水利

用の規制指導を行

います。 
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2-1 生物多様性を保全します 

●施策 1 生物多様性の保全対策の推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

21 

自然についての展示、講座、観察会等

の実施・参加人数 

目標値 225人 230人 235人 240人 245人 

実績 326人 
― 

(177人) 

― 

(199人) 

― 

(47人) 

― 

(168人) 

子ども環境教室（金目川生き物観察

会）や、相模川での自然観察活動を通

じて、水辺の生き物とふれあう機会

を創出します。また、博物館におい

て、自然に関する講座や体験学習、自

然観察などの行事を開催します。 

 

① 野生生物の情報収集、生物多様性の保全策の検討 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

17 

生物多様性の保全

に向けた仕組みづ

くりの検討 

令和元年度、２年

度の調査のフォロ

ーアップを実施し

つつ、これまでの

調査結果を自然環

境評価書にまとめ

ます。 

生物多様性推進協

議会との協働で行

った生物調査の結

果を自然環境評価

書にまとめました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
コロナ禍のため啓発事業ができな

いものもありましたが、パネル展を

実施し、令和２年度の調査の成果を

お知らせしました。 

生物多様性の保全

に向けた方策の検

討等を継続的に行

います。 

18 

野生生物の情報収

集・発信 市内の植物相の状

況を調査し、これま

での植物標本の整

理とデータ化を進

めます。 

新型コロナウイル

スのため一時活動

を休止していまし

たが、市民グルー

プが主体となり、

館蔵植物標本の整

理とデータ化を行

いました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナ対応のため,継続実施し

ている市内の植物相の状況調査に

よって得られた植物標本の整理と

データ化計画を見直しました。 

市内各所の植物に

関する情報を収集

し、標本とデータを

整理します。 

 

2 自然環境を保全・再生します 

評  価 

令和３年度評価  ― 

評価の説明や

課題等 

【みどり公園・水辺課】ヤギ島探検ツアー（106人）を開催しました。 

【博物館】自然教室（５回、62人）を開催しました。 

 

※環境政策課が実施を予定していた子ども環境教室（金目川生き物観察会）は、新型コロナウイルス

感染症の影響により、開催することができませんでした。 
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② 生物生息空間の保全対策の推進 

№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

19 

みどりと水辺のネ

ットワークの形成 
公共スペースへの

植栽等の整備を推

進し、みどりと水辺

のネットワークを

形成することによ

って、生物の生育・

生息空間の連続性

を確保します。 

公園、広場等の公

共用地及び公民館

等のプランターや

花壇に住民団体、

公共機関の協力を

得ながら上半期及

び下半期１回ずつ

花苗を植栽しまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり花苗を配布し、プランタ

ーや花壇に住民団体、公共機関の

協力を得ながら花苗を植栽するこ

とができました。 

公共スペースへの

植栽等の整備を推

進し、みどりと水辺

のネットワークを形

成することによっ

て、生物の生育・生

息空間の連続性を

確保します。 

 

20 

生物空間の維持管

理と利用 

馬入水辺の楽校の

イベント周知のた

め、広報ひらつか

に掲載します。ま

た、平塚市ＨＰのイ

ベントカレンダー

において、広報で

記事となったイベ

ントを掲載します。 

馬入水辺の楽校の

イベント周知のた

め、広報ひらつか

に掲載しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
広報ひらつかで馬入水辺の楽校で

のイベントについて周知したこと

で、多くの市民にイベントの周知を

することができ、また、馬入水辺の

楽校について知っていただく機会

となりました。 

市民参加によるエ

コアップ活動を協

働で実施します。 

④ 有害鳥獣対策の推進 

22 

鳥獣による生活被

害防除の推進 

計画防除地点を増

やすことにより、積

極的に捕獲を実施

します。 

ハクビシンやアライ

グマ等を 135 頭

の捕獲等により防

除を実施しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
自主防除を促すことで、鳥獣を寄せ

付けない環境づくりに努めました。 鳥獣による生活被

害防除のため、ハ

クビシン等の捕獲

を実施します。 

 

⑤ 特定外来生物の防除 

23 

 

特定外来生物の防

除 

第３次神奈川県ア

ライグマ防除実施

計画に基づき、特

定外来生物の周

知、捕獲等を実施

します。 

ウェブサイト等で周

知するとともに、ア

ライグマを 68 頭

捕獲しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
ウェブサイト等にて特定外来生物に

関する情報を発信するとともに、ア

ライグマの捕獲を実施することで防

除に取り組みました 

アライグマの捕獲

を実施するととも

に、特定外来生物

に関する情報提供

をします。 
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⑥ 生物多様性の保全に取り組む市民活動団体等の活動促進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

24 

市民団体活動等

の活動促進 

【環境保全課】 

行政提案型協働事業

として、生物多様性

推進協議会と保全活

動の推進を図りま

す。 

 

 

 

【みどり公園・水辺

課】 

馬入水辺の楽校のイ

ベント周知のため、

参加者募集の記事を

広報ひらつかに掲載

します。また、平塚市

HP のイベントカレン

ダーにイベントを掲

載します。 

【環境保全課】 

市民団体や企業等

から構成された生

物多様性推進協議

会と協働で、保全

活動の推進を図り

ました。 

 

 

【みどり公園・水辺

課】 

馬入水辺の楽校の

イベント周知のた

め、広報ひらつか

に掲載しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境保全課】 

令和元年度から３年間の行政提案

型協働事業として承認された、生物

多様性推進協議会との保全活動を

推進し、パネル展などの市民向けの

啓発事業を行いました。 

 

【みどり公園・水辺課】 

広報ひらつかで馬入水辺の楽校で

のイベントについて周知したこと

で、多くの市民にイベントの周知を

することができ、また、馬入水辺の

楽校について知っていただく機会

となりました。 

生物多様性の保

全に取り組む市

民活動団体や企

業等と協働し、保

全活動策の推進

を図ります。 
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2-2 里山を保全・再生します 

●施策 1 里山の保全・再生とふれあいの推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

26 

市民を主体とした継続的な里山保

全活動の促進・里山保全活動の活動

回数・参加人数 

目標値 
10回 

390人 

10回 

390人 

10回 

400人 

10回 

410人 

10回 

420人 

実績 
9回 

478人 

10回 

468人 

10回 

425人 

― 

(2回62人) 

6回 

126人 
里山保全に関する研修等を実施し

ます。また、ウェブサイト等で情報発

信を行います。 

① 西部丘陵地域資源まちづくり支援 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

25 

西部丘陵地域資

源まちづくり支

援事業 

①東京農業大学地域

再生研究部会の「湘

南ひらつか・ゆるぎ

地区」分科会の活動

に参加します。 

②「湘南ひらつか・ゆ

るぎ地区活性化に向

けた協議会」が開催

するワークショップ

に参加します。 

③西部丘陵地域で活

動する団体等から、

地域活性化に関する

講師の派遣依頼があ

った場合は、講師を

派遣します。 

新型コロナウイルス

感染拡大防止の影響

により、計画どおり

に事業実施等が出来

ませんでした。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 

新型コロナウイルス感染

拡大防止の影響により、

計画どおりに事業実施

等が出来ませんでした

が、湘南ひらつか・ゆる

ぎ地区活性化に向けた

協議会と打ち合わせを

行い、情報共有を図りま

した。 

地域住民や学術

機関などとの連

携を深めながら、

自然資源や地域

資源を活かした

交流やレクリエー

ションの場づくり

を推進します。 

③ 里山の自然とふれあいの促進 

27 

里山体験教室等

の開催 

【環境政策課】 

夏休みこども環境教

室【里山編】を開催し

ます。 

 

【環境保全課】 

里山保全モデル事業

（7回）、市民・大学交

流事業（3 回）を開催

します。 

【環境政策課】 

新型コロナウイルス

感染症拡大防止の影

響から、こども環境

教室【里山編】は開催

中止としました。 

 

【環境保全課】 

里山保全モデル事業

を 4 回(参加者 38

人)、市民大学交流

を 2 回(参加者 88

人)実施しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ― 

〈評価の説明や課題等〉 

【環境政策課】 

新型コロナウイルス感染

拡大防止の観点から事

業の中止を決定したた

め、やむを得ない理由と

考えます。 

 

【環境保全課】 

コロナ禍のため事業は

計画どおりにはできま

せんでしたが、里山の維

持管理は対応できまし

た。 

里山保全モデル

事業、市民・大学

交流事業、夏休

み子ども環境教

室を開催します。 

 

 

評  価 

令和３年度評価  ４ 

評価の説明 
新型コロナウイルスのため事業を計画どおり実施できませんでしたが、里山の維持管理をすること

ができました。 
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2-3 水辺の自然を再生します 

●施策 1 川や海の自然環境の再生とふれあいの推進 

① 川や海の自然環境の保全と再生 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

28 

水辺・海辺の市民

活動の促進 神奈川県主催の湘

南里川づくりクリ

ーンキャンペーン

の周知を行いま

す。また、海岸の美

化キャンペーンの

支援を行います。 

神奈川県主催の湘南

里川づくりクリーン

キャンペーンの周知

は行いましたが、市

民団体の海岸美化活

動はコロナの影響で

中止となったので、

支援を行いませんで

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
湘南里川クリーンキャンペーンは周

知を行うことができましたが、海岸

美化活動の支援は実施できません

でした。 

神奈川県主催の

湘南里川づくり

クリーンキャンペ

ーンの周知を行

います。また、海

岸の美化キャン

ペーンの支援を

行います。 

29 

海岸侵食対策の

促進 

「相模湾沿岸海岸

侵食対策計画」に

基づく、海岸管理

者（神奈川県）によ

る養浜事業を確認

します。 

海岸管理者による養

浜事業を確認できま

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
海岸管理者による養浜事業を確認

いたしました。 
相模灘沿岸海岸

保全対策計画に

基づく、海岸管理

者（神奈川県）に

よる養浜事業の

確認を行い、景

観の維持と汀線

の維持をできる

よう管理者に働

きかけます。 

30 

海底耕うんの実

施 
漁場の改善と廃棄

物の状況を調査す

るため、海底耕う

んの実施を支援し

ます。 

海底耕うんを行い漁

場の状況と廃棄物の

調査を行いました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

稚貝の生育状態の確認や廃棄物、

海底のヘドロなどの確認ができま

した。 海底耕うんを実

施し、漁場の改善

と廃棄物の状況

調査を支援しま

す。 

31 

桂川・相模川流域

協議会への参加 

運営委員会に出席

し、クリーンキャン

ペーン等のイベン

トへの参加や同会

の会報誌の配架や

事業周知を行いま

す。 

運営委員会に出席

し、クリーンキャンペ

ーン等のイベントの

参加や事業周知をす

ることができまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
計画通り運営委員会に出席し、クリ

ーンキャンペーン等のイベントの参

加や事業周知をすることができま

した。 

運営委員会に出

席し、クリーンキ

ャンペーン等のイ

ベントへの参加

や同会の会報誌

の配架や事業周

知を行います。 
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№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 

 

     評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

32 

金目川水害予防

組合の活動の支

援 令和３年度同様

に、令和３年度も

金目川の水害予防

と沿岸耕地のかん

がい用水の水源か

ん養のため、金目

川の水源地である

春嶽山を所有する

金目川水害予防組

合の管理運営費の

一部を負担しま

す。 

金目川水害予防組合

に負担金を補助し、

所有地の管理費に充

てられたことを確認

しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
負担金を満額補助し、管理運営費

として充てられたことを確認しまし

た。 
金目川の水害予

防と沿岸耕地の

かんがい用水の

水源かん養のた

め、金目川の水

源地である春嶽

山を所有する金

目川水害予防組

合の管理運営費

の一部を負担し

ます。 

33 

湘南里川づくり

の参加 
住民協働の組織で

ある湘南里川づく

りみんなの会へ、

行政幹事として参

画します。 

湘南里川づくりみん

なの会の総会に１

回、役員会に３回、行

政幹事として参加し

ました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
いずれも書面開催でしたが、行政幹

事として参加し、目標を達成しまし

た。 

住民協働の組織

である湘南里川

づくりみんなの

会へ、行政幹事と

して参画します。 

② 川や海とのふれあいの促進 

34 

馬入水辺の楽校

の運営に対する

支援 

馬入水辺の楽校の

イベント周知のた

め、参加者募集の

記事を広報ひらつ

かに掲載します。ま

た、平塚市ＨＰのイ

ベントカレンダー

にイベントを掲載し

ます。 

馬入水辺の楽校のイ

ベント周知のため、

広報ひらつかに掲載

しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
広報ひらつかで馬入水辺の楽校で

のイベントについて周知したこと

で、多くの市民にイベントの周知を

することができ、また、馬入水辺の

楽校について知っていただく機会

となりました。 

馬入水辺の楽校

の会が実施する

自然観察会やエ

コアップ活動な

どを引き続き支

援します。 

35 

馬入花畑の整備 

馬入花畑の会と協

力して、花畑の維

持管理作業を実施

します。 

平塚地区環境対策

協議会主催のチュ

ーリップ球根植栽

イベントの支援を

実施します。 

馬入花畑の会と協力

して、花畑の維持管

理作業を実施しまし

た。 

摘み取りイベントは

新型コロナウイルス

感染拡大防止のため

中止となりました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
摘み取りイベントは中止となってし

まいましたが、維持管理作業やチュ

ーリップ球根植栽イベントの支援を

実施することができました。 
馬入花畑の会と

協力して、花畑の

維持運営を実施

します。摘み取り

イベントや平塚地

区環境対策協議

会主催のチュー

リップ球根の植

栽を支援します。 
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№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 
 

評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

36 

水辺の散策路の

維持管理 

自然観察路の除草

委託、注意喚起看

板等の維持管理な

どを実施します。 

自然観察路の除草委

託を実施しました。 
後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
計画通り例年実施している自然散

策路除草委託をすることができま

した。 

自然観察路の除

草委託、注意喚

起看板等の維持

管理などを実施

します。 

37 

河川で活動する

市民活動団体の

支援と連携強化 

 

 

 

 

【みどり公園・水辺

課】 

引き続き、河川の

愛護活動、環境美

化活動を行う団体

の活動を支援しま

す。 

 

【土木総務課】 

鈴川鯉のぼりまつ

りについては、新

型コロナウイルス

感染拡大防止のた

め、イベントを実施

せず、鯉のぼりの

掲揚のみを実施し

ます。 

 

 

 

 

【みどり公園・水辺

課】 

河内川、渋田川の愛

護活動、環境美化活

動を行う団体の活動

を支援しました。 

 

 

【土木総務課】 

計画通り、鯉のぼり

の掲揚のみを実施し

ました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【みどり公園・水辺課】 

イベントはコロナ禍で中止になりま

したが、河川の愛護活動、環境美化

活動を行う団体の活動を支援しま

した。 

 
 

【土木総務課】 

鯉のぼりの準備からから終了まで

遅延等なく行うことができました。 

河 川 の 愛 護 活

動、環境美化活

動を行う団体の

活動を支援しま

す。 

河内川あじさい

まつり（名義後

援、駅前地下道

にまつり周知ポ

スターの掲示） 

渋田川桜まつり

（河川占用の申請

など） 

鈴川鯉のぼりま

つり、金目川清流

こいのぼり鑑賞

会（河川占用の申

請）など 

38 

都市漁村交流活

動の支援 

小学生の乗船体験

や漁師による地ど

れ直売会のイベン

ト支援を行います。 

地元小学生が漁場や

海上を漁船で廻りま

した。また。沖合で漁

師が捕った魚を直売

するイベントの支援

をしました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
漁場を船で廻ったり、海上から陸地

を見たり、地どれ魚を即日直売した

り、海とふれあいを持ってもらえま

した。 

小学生の体験乗

船、周遊乗船など

各種イベントや地

獲れ魚の直売会

の開催を支援し

ます。 

39 

稚魚放流体験の

実施 

栽培漁業導入推進

事業補助金として

ヒラメなどの稚魚

放流や栽培型漁業

の調査研究に関す

る事業への支援補

助を行うとともに

地元小学生の体験

実施を支援しま

す。 

荒天の影響により地

元小学生の稚魚放流

イベントは実施する

ことができませんで

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ― 

〈評価の説明や課題等〉 
地元小学生の稚魚放流イベントは

行えませんでしたが、ヒラメなどの

稚魚放流は平塚漁協により実施を

行いました。 

地元小学生によ

るヒラメの稚魚

放流を支援しま

す。 
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2-4 農地を保全・活用します。 

●施策 1 農業の活性化、農業とのふれあいの推進 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

41 

援農ボランティアの促進・援農ボランティア

のマッチング実績数 

目標値 10件 15件 20件 25件 30件 

実績  9件  6件 8件 
― 

(0件) 

― 

(0件) 

農家の「高齢化、後継者不足による農作物の

補助」の必要性と、ボランティアの「農業との

ふれあいによる充実感を得たい」という声

をマッチングし、援農ボランティアを推進し

ます。 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

45 
市民農園の利用促進・市民農園の利用率 

目標値 95％ 95％ 95％ 95％ 95％ 

実績 94％ 92％ 92％ 95％ 95％ 市民農園の開設に向けた調査や関係機関と

の調整を行い、新規の開設を推進します。 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

47 

農業理解の促進・地産地消イベント来場者

数 

目標値 60,000人 61,000人 62,000人 
63,000

人 

64,000

人 

実績 81,291人 
119,000

人 

101,337

人 

― 

(0件) 

― 

(0件) 
でてこいまつり等、生産者との交流を通し

た地産地消の推進イベントを開催します。 

評  価 

令和３年度評価  ― 

評価の説明や

課題など 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、事業を休止しました。 

評  価 

令和３年度評価  4 

評価の説明や

課題など 

引き続き、市ＨＰで空き区画情報の提供や広報ひらつかに利用者募集を掲載する等、利用率の向上に

努めます。 

評  価 

令和３年度評価  ― 

評価の説明や 

課題など 
新型コロナウイルスの影響で各種イベントが中止となりました。 
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① 農業活性化の推進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

40 

担い手育成事業 

農業経営改善計画

認定推進活動を実

施します。 

更新対象の認定農業

者に対し、電話にて

更新時期である旨伝

え、再認定につなげ

ました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
更新対象者に対し、直接電話にて

更新時期であることを知らせるこ

とは、再認定活動に効果的です。 

認定農業者の再

認定活動を確実

に行うことを中

心に、農業経営

改善計画認定推

進活動を推進し

ます。 

 

42 

農地の貸し借り

の促進 

新規利用権設定面

積 

※年間目標８ha 

14ha の農地を新規

に利用権設定しまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 5 

〈評価の説明や課題等〉 
目標以上の農地集積・集約を行うこ

とができました。 
農地集積・集約及

び遊休化防止・解

消を図るため、農

地制度の情報発

信を行い、意欲

のある担い手へ

の農地の利用集

積を促進します。 

 

43 

農業振興地域整

備計画の推進 

農振農用地区域の

指定を継続し、ま

とまりある優良な

農地を保全しま

す。 

農振農用地区域の指

定を継続しました。 
後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
農振農用地区域の指定を継続し、

まとまりある優良農地を保全しまし

た。 

農振農用地区域

の指定を継続し、

優良農用地を維

持・保全していき

ます。 

 

44 

有害鳥獣による

農業被害対策の

推進 

イノシシの捕獲の

ためにくくり罠を

設置します。また

自主防除資材への

補助を継続して実

施します。 

くくり罠を 15 基設

置。自主防除資材購

入経費の補助を 76

件行いました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
イノシシの捕獲のためにくくり罠を

設置。また自主防除資材への補助

を実施しました。 

イノシシ捕獲のた

めにくくり罠を設

置します。 

また、自主防除資

材への補助を継

続して実施しま

す。 
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② 農業とのふれあいの促進（都市農業理解の促進） 

№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 
評価 

 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

46 

花アグリとその

周辺における農

の拠点づくりの

推進 

農の体験・交流館

の管理運営・広報

活動を実施しま

す。 

大型市民農園施設

(管理休憩施設・公的

農園)の管理運営を

行いました。 

また、米づくり体験

は新型コロナ新型コ

ロナウイルス感染症

蔓延防止のため事業

を休止しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ― 

〈評価の説明や課題等〉 
市民農園の利用者に農業相談を行

うなど、農業理解促進を図ることが

できました。 

また、新型コロナウイルス感染症蔓

延防止のため、米づくり体験は事業

を休止しました。 

大型市民農園施

設 (管理休憩施

設・公的農園)の

管理運営を行い

ます。 

また、周辺の有志

農家グループ(ハ

ッパ会)が行う、

米づくり体験に

ついて、事業を周

知するなどの支

援をします。 

 

48 

農の多面的機能

の支援 

地域の共同活動に

よる、農村環境の

維持管理を推進し

ます。 

農業用施設の維持管

理や、景観形成、生

態系調査などの地域

共同活動を推進しま

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
複数の地域が共同で活動すること

で、地域同士の繋がりを深め、広域

的な維持管理を行うことができま

した。 

多面的機能支払

交付金事業を活

用し、地域で行う

農道の草刈や水

路の泥上げ等の

農地維持活動、

及び植栽による

景観形成や生物

調査などの地域

資源向上活動に

対して、支援をし

ます。 
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③ 地産地消の推進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

49 

地産地消の推進 

 

【産業振興課】 

セミナーにて各産

業間の交流機会の

創出し、地産地消

を推進します。 

 

 

【 学 校 給 食 課 】            

地元農家が生産し

た新鮮な野菜、平

塚漁港で水揚げさ

れた魚や水産加工

品等、地場産品の

使用を推進しま

す。 

 

【産業振興課】 

オンラインセミナー

を実施し、各産業間

の交流の場を創出す

ることができまし

た。 

 

【学校給食課】 

地場産野菜について

は、使用 22 品目で

品目ベース 37.3％

の割合となりまし

た。野菜以外の地場

産品については、さ

ば、シュモクザメ、し

らす、釜揚げしらす、

シイラ、ゆでカオリ

麺、小松菜トマトパ

ン、カオリ小麦パン

を使用しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉4 

〈評価の説明や課題等〉 
【産業振興課】コロナ禍で各業種に

大きな影響が出る中、オンラインで

交流の機会を創出することができ

ました。更なる販路や地産地消につ

いて考えていきたいと思います。 

 

【学校給食課】地場産品を使用でき

るシステムは定着してきましたが、

割高であるとともに天候や作柄に

左右されやすく、量の確保が難しい

ことがあります。 

地場産品の使用

を進める取組に

ついて、産業間連

携ネットワークを

活用し、推進しま

す。 

また、地元農家が

生産した新鮮な

野菜、平塚漁港

で水揚げされた

魚や水産加工品

等、地場産品の

学校給食での使

用を推進します。 

50 

地場産品の普及 

湘南ひらつかふれ

あいマーケットを

月１回開催します。 

また、湘南ひらつ

か名産品の普及・

宣伝を行います。 

湘南ひらつかふれあ

いマーケットを月１

回開催しました（年

度中２回中止）。 

また、イベント出店や

ＷＥＢ広告媒体によ

り、湘南ひらつか名

産品の普及・宣伝を

行いました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 
緊急事態宣言発令に伴い、８月およ

び９月は、湘南ひらつかふれあいマ

ーケットの開催を中止しました。 

また、例年名産品協議会が出店し

ているイベントが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により多数中止

になりました。 

湘南ひらつかふ

れあいマーケット

を月 1 回開催し

ます。また、湘南

ひらつか名産品

の普及・宣伝を行

います。 
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●施策 2 環境に配慮した農業の推進 

① 環境保全型農業の促進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

51 

環境保全型農業

の促進 
園芸用廃ビニール

の適正な処理に対

して支援を行いま

す。環境保全型農

業について、農業

者に理解を求める

とともに、取り組

む農業者には実績

に応じ直接支援を

行います。 

園芸用廃ビニールの

適正な処理による環

境に配慮した農業生

産を促進するため、

廃棄処理事業の主体

である JA 湘南に補

助しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
環境に配慮した農業生産を推進す

ることができました。 園芸用廃ビニー

ルの適正な処理

に対して支援を

します。また、環

境保全型農業に

ついて、農業者に

理解を求めます。 

② 家畜排せつ物の適正処理と活用の促進 

52 

家畜排せつ物処

理施設等の整備・

改修に対する助

成 
家畜排せつ物処理

施設等の整備・改

修に係る費用の一

部を補助します。 

家畜排せつ物処理施

設等の整備・改修に

係る費用の一部を補

助しました。（８件） 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
施設の老朽化により、施設修繕等

の必要性が高まっており、引き続き

補助を行う必要があります。 家畜排せつ物処

理施設等の整備・

改修に係る費用

の一部を補助し

ます。 

③ 自然環境に配慮した農業基盤の整備 

53 

自然環境に配慮

した農道・水路等

の整備 
環境に配慮した重

機・資材の使用を

推進し、自然環境

に配慮した道水路

の整備をします。 

排出ガス対策型の重

機や再生材の使用を

推進しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
環境に配慮した構造物を整備でき

ました。 農道、用水路、用

水路の転落柵、

堰を整備します。

また、新たな路線

整備も推進しま

す。 
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3-1 うるおいとやすらぎのあるまちをつくります 

●施策 1 みどりのネットワークの形成 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

55 

花とみどりのまちづくりの推進・花苗の配

布箇所数 

目標値 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 

実績 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 ４０箇所 
公園、広場等の公共用地及び公民館等の

プランターや花壇に花苗を配布します。ま

た、モデル地区及びモデル商店会等へ花

苗を配布します。 

① 拠点となるみどりの確保 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

54 

身近な公園整備

の推進 
既存の都市公園を

適正に管理し、必

要に応じて樹木等

の補植を行いま

す。 

既存の都市公園の樹

木が健全に生育でき

るよう整姿・剪定等

を実施しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
既存樹木の整姿・剪定等を行い、都

市公園のみどりを保全することが

できました。 

みどりのネットワー

クの拠点となる都

市公園の整備を推

進します。 

 

② みどりのつながりの確保 

56 

生垣の設置促進

と良好な樹木等

の保全 

生垣の設置につい

てＨＰ等で周知し

ます。 

生垣の設置について

ＨＰ等で周知しまし

た。 

事業終了 

〈評価〉 ― 

〈評価の説明や課題等〉 
生垣の設置について HP 等で周知

しました。 

 

※令和 2 年 3 月 31 日付で、助成

が終了したため、評価の対象から外

しています。 

新たな生垣設置

に対して助成を

行います。 

樹木等の保全に

ついては、管理の

ために必要な助

成を行います。 

57 

道路沿いの緑化 

17 箇所に苗木の

提供を行います。 

16 箇所に苗木の提

供を行うことができ

ました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルスまん延のため、

１団体が活動を辞退しました。 

 

道路沿いの植栽

等を推進します。 

3 快適な都市環境を保全・創造します 

評  価 

令和３年度評価  4 

評価の説明や

課題など 
目標どおり、40箇所に花苗を配布することができました。 
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③ 市民や事業者による緑化活動の支援と促進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

58 

緑化に関する普

及啓発の実施 

新型コロナウイル

ス感染症のため、

第 47 回平塚市緑

化まつりは中止に

なりました。令和４

年度での開催を目

指して準備をして

いきます。 

新型コロナウイルス

のため、第 47 回平

塚市緑化まつりは中

止になりました。第

47 回平塚市緑化ポ

スター・標語コンクー

ルを実施し、ポスタ

ー 202 点 、 標 語

544 点の応募があ

りました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルスのため、第 47

回平塚市緑化まつりは中止になり

ました。緑化ポスター・標語コンクー

ルは前回より応募数が減少しまし

た。 

平塚市緑化まつ

りを開催し、緑化

に関する普及啓

発をするととも

に環境意識の啓

発を図ります。ま

た、平塚市緑化

ポスター・標語コ

ンクールを実施

し、作品の展示を

行い、緑化意識

の啓発を行いま

す。 

 

59 

市民の緑化活動

に対する支援 

【緑化モデル団体】 

登録団体へ花配布

(年２回) 

【公園愛護会】 

・公園愛護会各団

体へ交付金を交付 

・公園愛護会連絡

協議会総会を書面

にて開催 

・役員会の開催 

・会報の発行 

【緑化モデル団体】 

登録団体へ花配布

(年２回) 

 

【公園愛護会】 

・159 団体へ交付金

交付 

・公園愛護会連絡協

議会総会の書面開催 

・役員会の開催 

・会報の発行 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
【緑化モデル団体】 

登録団体へ花配布(年２回)を行い

ました。 

 

【公園愛護会】 

159 団体へ交付金を交付し、公園

愛護会連絡協議会総会の書面開

催、役員会の開催、会報の発行を行

いました。 

うるおいとやす

らぎのあるまち

にするため、市民

の緑化活動に対

する支援策とし

て、地域で緑化を

推進する緑化モ

デル団体及び公

園愛護会への支

援を継続し、みど

りのネットワーク

を形成します。 

 

60 

事業所等におけ

る緑化の促進 

まちづくり条例に

基づき、事業所等

における緑化促進

に関する指導を実

施します。 

まちづくり条例に基

づき、緑化指導を実

施しました。（緑化計

画書の提出は 41

件、その他にもでき

るだけ多くの緑地を

確保するよう指導し

ました。） 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
指導の結果、40件の完了検査を行

い、事業所等に新たな緑地が増加

しました。 

まちづくり条例

に基づき、事業所

等における緑化

促進に関する指

導を実施します。 
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●施策 2 さわやかで清潔なまちづくりの推進 

① さわやかで清潔なまちづくりの推進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

61 

美化推進モデル

地区における取

組の支援 

地区からの依頼に

基づき、清掃活動

に係わる消耗品の

提供やクリーンひ

らつか指導員を派

遣し、美化活動の

支援を行います。 

新型コロナウイルス

感染拡大防止の影響

から美化推進モデル

地区の活動が縮小し

たため、クリーンひら

つか指導員の派遣や

清掃活動に係る物品

等の提供は行いませ

んでした。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ― 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルス感染拡大防止

の観点を踏まえた結果であり、やむ

を得ない理由と考えます。 

美化推進モデル

地区に対し、清掃

や条例啓発等の

美化活動に必要

な支援をします。 

62 

清潔なまちづく

りに向けた普及

啓発の実施 
５月と 11月にまち

ぐるみ大清掃を実

施し、６月、７月、

10 月、12 月の美

化キャンペーンは

規模を縮小し行い

ます。 

美化キャンペーンを

縮小して実施するこ

とを予定していた

が、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止を

最優先に考え、５月

のまちぐるみ大清掃

は実施し、11 月のま

ちぐるみ大清掃及び

その他のキャンペー

ン活動は中止としま

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ― 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルス感染拡大防止

の観点を踏まえた結果であり、やむ

を得ない理由と考えます。 
まちぐるみ大清

掃や美化キャン

ペーンを通じて、

美化意識の啓発

を行います。 

② ペットと人が快適に共生するまちづくりの推進 

63 

野良猫による生

活被害軽減策の

実施 

野良猫の不妊・去

勢手術に対して補

助金を交付しま

す。野良猫問題が

発生している地域

で、地域猫活動な

ど解決に向けた取

組を促します。 

オス 213 匹、メス

297 匹の野良猫の

不妊・去勢手術に対

して補助しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
市内の野良猫の不妊・去勢手術に

対して補助金を交付するとともに、

野良猫のトラブルがある自治会へ

地域猫活動の説明を行うことで野

良猫による生活被害軽減策を提案

しました。 

野良猫の不妊去

勢手術を実施す

ることを支援す

るとともに、市民

団体との協働で

地域猫活動に取

り組みます。 

64 

飼い主への意識

啓発 犬猫の譲渡会と犬

の飼い主を対象と

したマナー教室を

開催します。 

犬猫の譲渡会を実施

するとともに動物愛

護週間にパネル展を

実施するなど啓発に

取り組みました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
コロナ禍のため狂犬病予防の集合

注射が中止でしたが、接種率確保

のため動物病院での接種 PR を実

施しました。 

犬猫の新しい飼

い主を探す譲渡

会や飼い主のマ

ナー講習会を開

催します。 
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●施策 3 平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

68 

花の名所づくり・花の名所箇所数 
目標値 11箇所 11箇所 12箇所 12箇所 12箇所 

実績 11箇所 11箇所 11箇所 11箇所 11箇所 金目川、相模川、高麗山公園における花の

咲く植栽や花畑の管理を、市民ボランティ

ア等とともに進めます。 

 

 

① 平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

65 

景観計画及び景

観条例に基づく

取組の推進 

景観計画や景観条

例を、より一層周

知するとともに、

良好な景観形成に

寄与する市民団体

の活動を推進する

ため、職員派遣や

事務手続き等の支

援を行います。ま

た、公共空間の質

の向上やまちの魅

力を高める景観形

成を誘導するた

め、建築物や工作

物等に対して、景

観ガイドラインや公

共施設景観ガイド

ラインに基づき指

導・助言を行いま

す。 

景観計画や景観条例

を、より一層周知す

るとともに、良好な

景観形成に寄与する

市民団体の活動を推

進するため、職員派

遣や事務手続き等の

支援を行いました。

また、公共空間の質

の向上やまちの魅力

を高める景観形成を

誘導するため、建築

物や工作物等に対し

て、景観ガイドライン

や公共施設景観ガイ

ドラインに基づき指

導・助言を行いまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
景観計画や景観条例を、より一層

周知するとともに、良好な景観形成

に寄与する市民団体の活動を推進

するため、職員派遣などの支援を

行いました。新型コロナウイルス感

染防止のため、例年と内容を一部

変更した市民団体の活動について

は、職員派遣は行いませんでした

が、事務手続き等の支援を行いま

した。また、公共空間の質の向上や

まちの魅力を高める景観形成を誘

導するため、建築物や工作物等に

対して、景観ガイドラインや公共施

設景観ガイドラインに基づき指導・

助言を行いました。 

景観計画や景観

条例を、より一層

周知するととも

に、良好な景観形

成に寄与する市

民団体の活動を

推進するため、職

員派遣などの支

援をします。ま

た、公共空間の

質の向上やまち

の魅力を高める

景観形成を誘導

するため、建築物

や工作物等に対

して、景観ガイド

ラインや公共施

設景観ガイドライ

ンに基づき指導・

助言を行います。 

評  価 

令和３年度評価  4 

評価の説明や

課題など 
11箇所を花の名所とすることができました。 
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№ 

個別施策 

令和 3年度計画 令和 3年度実績 令和 4年度計画 
    

 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

66 

建築協定制度の

導入促進 

開発事業に対する

事前相談時に制度

のＰＲを実施する

とともに、土地所

有者への理解を得

ながら住みよいま

ちづくりの促進を

図ります。 

開発事業に対する事

前相談時やＨＰにお

いて建築協定制度に

ついてのＰＲを行い

ましたが、制度を利

用するような大規模

な開発の事例はあり

ませんでした。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
開発事業の事前相談時やＨＰにお

いて建築協定制度についてのＰＲ

を行いました。 
開発事業に対す

る事前相談時に

制度のＰＲを実施

するとともに、土

地所有者への理

解を得ながら住

みよいまちづくり

の促進を図りま

す。 

67 

屋外広告物の掲

出に関する規制・

指導の実施 

平塚市屋外広告物

条例に基づき、屋

外広告物を設置し

ている事業者等に

対して、広告物の

適正な表示及び安

全点検の実施につ

いて啓発・指導を

行います。                        

また、引き続き不

適合物件への是正

指導及び未申請物

件の申請促進を実

施します。 

除却協力員（ＭＫ

Ｏ）との協力によ

り、違反広告物の

除却活動を実施し

ます。 

平塚市屋外広告物条

例に基づき、屋外広

告物を設置している

事業者等に対して、

広告物の適正な表示

及び安全点検の実施

について、通常業務

の中で啓発指導を行

いました。また、不適

合物件への是正指導

及び未申請物件の申

請促進を随時実施し

ました。除却活動に

ついては、新型コロ

ナウイルス感染症防

止を考慮し、市民等

との接触を避ける方

針をとったため、対

面形式での啓発活動

及び指導を控えまし

た。そのため、除却

協力員にも協力いた

だいている毎年 12

月の「さわやかで清

潔なクリーンキャン

ペーン活動」を中止

としたため、その代

替として職員による

除却活動を５日間行

い、違反広告を237

枚除却しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルス感染症の影響

はあったものの、ほぼ計画どおり屋

外広告物を設置している事業者等

に対して広告物の適正な表示及び

安全点検の実施について、啓発・指

導を行うとともに不適合物件への

是正指導及び未申請物件の申請促

進を実施しました。また、新型コロ

ナウイルス感染症防止の影響によ

り、除却協力員（ＭＫＯ）とは活動が

できませんでしたが、除却活動の代

替作業として職員のみで除却活動

を行いました。 

平塚市屋外広告

物条例に基づき、

屋外広告物を設

置している事業

者等に対して、広

告物の適正な表

示及び安全点検

の実施について

啓発・指導を行い

ます。また、不適

合物件への是正

指導及び未申請

物件の申請促進

を実施します。 

除 却 協 力 員

（MKO）との協力

により、違反広告

物の除却活動を

市内の各地域で

実施します。 
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② 平塚八景や歴史的・文化的資源の保全と活用 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

69 

平塚八景の活用 

平塚八景を観光資

源として活用する

ため様々な情報発

信を行います。ま

た、ハイキングコー

スなどの環境づく

りを進めるため、

危険箇所の修繕な

どを行います。 

観光協会を通じて平

塚八景の情報発信を

行いました。また、ハ

イキングコースの施

設の点検を行い、危

険箇所等の修繕を行

いました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
平塚八景は本市を紹介する貴重な

観光資源として観光事業等で活用

しています。また、快適、安全に多く

の人を迎え入れるため、ハイキング

コースの定期的な巡視などにより

危険個所の修繕などを行いました。 

平塚の代表的な

景色・景観である

平塚八景を貴重

な観光資源とし

て活用するため、

様々な情報発信

を行います。ま

た、多くの人に親

しまれ、訪れても

らうための環境

づくりを進めま

す。 

70 

歴史的・文化的資

源の保存と活用 

旧横浜ゴム平塚製

造所記念館で指定

管理による運営管

理を実施し、民間

の手法での活用事

業やバラ等の維持

管理の他、講座や

音楽演奏会、同館

利用団体による活

動発表会等を実施

し、保存・活用事業

を進めていくとと

もに、自然と調和

した景観のある施

設づくりを行いま

す。 

令和３年度は、緑化

まつり関連事業が新

型コロナウイルス感

染防止のため中止と

なりましたが、その

他例年開催している

事業は、感染防止対

策を徹底して実施し

ました。春のバラフ

ェスタ（128人）をは

じめ、セプテンバー

コンサート（128 人）

や秋のバラフェスタ

（148人）、利用団体

による成果発表会を

実施しました。また、

令和３年度は、３月

に市民・大学交流事

業「考古学の世界」と

相模人形芝居パネル

展を実施し、市外か

らの来館者も多く、

昨年度以上の利用促

進に貢献できまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
利用者アンケートでは、文化財の維

持・管理について高い評価を受け

ています。指定管理者による湘南

を中心とした広域イベント（セプテ

ンバーコンサート）への参加が市内

外からの来訪者の増加につながっ

ていますが、今後のさらなる活用の

ために多様なメディアの利用や市

外団体との協働など広域周知の取

組みが必要と考えます。 

旧横浜ゴム平塚

製造所記念館で

講座や音楽演奏

会、同館利用団

体による活動発

表会等を実施し、

保存・活用事業を

進めていくとと

もに、バラ等の維

持管理により、自

然と調和した景

観のある施設づ

くりを行います。 

 

71 

社寺林や屋敷林

など歴史ある緑

の保全 

条例に基づく保全

樹等の保護事業を

推進します。 

保全樹管理者へ奨励

金を交付しました。

また、保全樹等の枯

損や倒木を未然に防

ぐため、樹木医診断

を実施しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
引き続き、枯損等が懸念される樹

木の保護に向けた情報収集を行う

必要があります。 
地区計画等が定

められる際など

に、既存の樹林

地の保全に関す

る事項を定める

など、保全促進を

図ります。 
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3-2 環境共生型のまちをつくります 

●施策 1 環境共生モデル都市の形成 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

72 

土地区画整理組合による土地区画整

理事業並びに地域住民と連携したま

ちづくりの推進・土地区画整理事業

の進捗率 

目標値 － － 40％ 50％ 60％ 

実績 － 2％ 33％ 39％ ５９％ 

土地区画整理組合と連携し、環境共

生のまちづくりにおける取組などの

検討を進めるとともに、神奈川県と

連携し、地元住民や学識経験者、行政

による環境と共生するまちづくり検

討会において検討を行います。 

 

① ツインシティの形成に向けた取組の推進 

№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

73 

ツインシティの整

備の推進 
関係機関と協議や

調整を図り、環境

共生のまちづくり

の実現に向けて、

ツインシティの整

備を推進します。 

関係機関と個別協議

や調整を図り、ツイ

ンシティの整備を進

めました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉4 

〈評価の説明や課題等〉 
関係機関と個別協議や調整を図

り、ツインシティの整備を進めるこ

とができました。 
関係機関と協議

や調整を図り、環

境共生のまちづ

くりの実現に向

けて取り組みま

す。 

74 

ツインシティにお

ける公共交通の

利用促進の検討 

相模川以西の公共

交通ネットワーク

形成に関する検討

会等にて、関係機

関と協議調整しま

す。 

関係機関と個別協議

や調整を図ること

で、公共交通の利用

促進の検討を進めま

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉4 

〈評価の説明や課題等〉 
関係機関と個別協議や調整を図る

ことで、公共交通の利用促進の検

討を進めることができました。 

関係機関と協議

や調整を図り、環

境共生のまちづ

くりの実現に向

けて取り組みま

す。 

 

評  価 

令和３年度評価  ４ 

評価の説明や

課題など 
土地区画整理事業の進捗率を上げることができました。 
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№ 

  個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 

 

     評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

75 

ツインシティにお

ける緑化の導入

や推進の検討 

関係機関と協議や

調整を図り、環境

共生のまちづくり

の実現に向けて、

ツインシティにおけ

る緑化の導入や推

進策を検討しま

す。 

立地企業等と個別協

議や調整を図ること

で、緑化の導入を進

めました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
立地企業等と個別協議や調整を図

ることで、緑化の導入を進めること

ができました。 

関係機関と協議

や調整を図り、環

境共生のまちづ

くりの実現に向

けて取り組みま

す。 

76 

ツインシティにお

ける排水性舗装

等の導入の検討 

関係機関と協議や

調整を図り、環境

共生のまちづくり

の実現に向けて、

ツインシティにおけ

る排水性舗装等の

導入を検討しま

す。 

関係機関と個別協議

や調整を図ること

で、排水性舗装等の

導入を進めました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
関係機関と個別協議や調整を図る

ことで、排水性舗装等の導入を進

めることができました。 
関係機関と協議

や調整を図り、環

境共生のまちづ

くりの実現に向

けて取り組みま

す。 

77 

ツインシティにお

ける再生可能エ

ネルギーや家庭

用燃料電池の導

入の検討 

関係機関と協議や

調整を図り、環境

共生のまちづくり

の実現に向けて、

ツインシティにおけ

る太陽光パネルな

ど再生可能エネル

ギーや家庭用燃料

電池の導入を検討

します。 

ネット・ゼロ・エネル

ギー・ハウスの導

入に対する補助制

度を継続すること

で、ツインシティに

おける再生可能エ

ネルギー等の導入

拡大を図ります。 

立地企業等と個別協

議や調整を図ること

で太陽光パネルの導

入を進めました。ネ

ット・ゼロ・エネルギ

ー・ハウスの導入に

対する補助制度を継

続することで、ツイン

シティにおける再生

可能エネルギー等の

導入拡大を図りまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
立地企業等と個別協議や調整を図

ることで太陽光パネルの導入を進

めることができました。ネット・ゼ

ロ・エネルギー・ハウスの導入に対

する補助制度を継続することで、ツ

インシティにおける再生可能エネル

ギー等の導入拡大を図ることがで

きました。 

関係機関と協議

や調整を図り、環

境共生のまちづ

くりの実現に向

けて取り組みま

す。 
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●施策 2 交通の円滑化の推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

81 

自転車通行帯の整備・平塚駅 3 ㎞圏の自

転車ネットワーク整備率 

目標値 18％ 24％ 33％ 42％ 52％ 

実績 18％ 24％ 33％ 38％ ４３％ 平塚市自転車活用推進計画に基づき、自

転車走行環境を整備します。 

 

① 交通による環境負荷の低減 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

78 

バス交通の整備促進 

神奈川県地域交通研究

会において、バス交通の

充実や生活路線の運行

確保等について情報収

集等調査し、検討を行い

ます。 

また、民間会社と連携し

た上屋の整備やバスマ

ップの周知等に、バス事

業者と協働で取り組み

ます。 

神奈川県地域交通研

究会において、バス交

通の充実や生活路線

の運行確保等につい

て情報収集及び情報

交換を行いました。 

また、スマートモビリテ

ィに関する情報収集を

行いました。 

民間事業者及びバス

事業者と上屋設置に

向けた連携を図るた

め、問題の共有と解決

に向けて協議を進めま

した。 

新たに中沢橋バス停

付近に駐輪場を開設・

供用開始しました。 

バス事業者と協働し

て、公共施設でのバス

マップの配架を継続

し、周知を図りました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉4 

〈評価の説明や課題等〉 

計画どおり事業を実

施しました。 神奈川県地域交通研

究会において、バス

交通の充実や生活路

線の運行確保等につ

いて調査・検討を行

います。 

バス停上屋設置に対

する支援策につい

て、バス事業者との

調整に取り組みま

す。新たなバス停付

近の駐輪場等の設置

に向けて検討しま

す。 

情報提供の強化に向

けたバスマップの作

成を、バス事業者と

協働で取り組みま

す。 

 

 

 

 

 

 

評  価 

令和３年度評価  4 

評価の説明や

課題など 

平塚山下線など５路線の整備を行い、自転車の走行環境改善し、自転車の利用促進を図ることがで

きました。 
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№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 

   

 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

79 

道路の新設・改良 北金目真田線や真

土金目線などの幹

線道路の整備に取

り組みます。 

北金目真田線や真土

金目線などの用地取

得や整備工事を行い

ました。 

（令和３年度実績：用

地取得 377 ㎡、整

備延長 345ｍ） 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
北金目真田線や真土金目線の整備

が進み、交通の円滑化を図ること

ができました。また、八幡愛甲線な

どの用地取得を進めています。 

幹線道路の整備

に取り組みます。 

80 

鉄道交通の整備

促進 

神奈川県鉄道輸送

力増強促進会議の

総会において、鉄

道混雑の緩和や新

規鉄道の平塚駅乗

り入れなどの実現

に向け、関係機関

に要望活動を引き

続き実施します。 

神奈川県鉄道輸送力

増強促進会議の部会

等において、鉄道混

雑の緩和や新規鉄道

の平塚駅乗り入れな

どの実現に向け、関

係機関に要望活動を

実施しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり事業を実施しました。 

神奈川県鉄道輸

送力増強促進会

議に参加し、鉄道

混雑の緩和や新

規鉄道の平塚駅

乗り入れなどの

実現に向け、商業

関係者とともに、

JR などの関係機

関に要望活動を

実施します。 

 

② 自転車の利用しやすいまちづくり 

82 

駐輪場の整備促

進と民間自転車

等駐車場整備へ

の支援 

自転車等利用マナ

ー向上の啓発事業

を継続するととも

に、放置自転車等

の撤去徹底を実施

します。 

また、駅南側の駐

輪需要を踏まえ、

平塚市まちづくり

財団と駅南側駐輪

場の改修・増設に

向け協議します。 

自転車等利用マナー

向上の啓発事業を継

続するとともに、放

置自転車等の撤去徹

底を実施しました。 

また、駅南側の駐輪

需要を踏まえ、平塚

市まちづくり財団と

駅南側駐輪場の改

修・増設に向け協議

しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり事業を実施しまし
た。 

平塚市自転車活

用推進計画に沿

って、平塚駅南側

の駐輪需要を解

消するために駐

輪場整備を進め

ます。 

民間駐輪場の整

備を促進するた

めの広報活動を

行います。 
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③ 交通の分散と円滑化 

№ 
個別施策 

令和 3年度計画 令和 3年度実績 令和 4年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

83 

新しい公共交通

システムの検討 

まちづくりの進捗

を踏まえ、公共交

通需要の把握に努

めます。新たな公

共交通の導入につ

いては、バス事業

者と連携して、ま

ずは物流施設の開

業に併せた既存の

路線バスの拡充を

検討します。また、

連節バスのルート

は、道路管理者及

び交通管理者と協

議します。 

まちづくりの進捗を

踏まえ、公共交通需

要を把握しました。

新たな公共交通の導

入について、商業施

設の開業に併せた既

存の路線バスの拡充

についてバス事業者

と協議をしました。

また、連節バスのル

ートについて、道路

管理者および交通管

理者と協議しまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり事業を実施しました。 

新しい交通シス

テムの検討を、ま

ちづくりの検討

と一体で進めま

す。 
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●施策 3 ヒートアイランド対策の推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

87 

クール・タウンの普及啓発の実施・みどり

のカーテンコンテスト応募者数応募件数

（個人・団体） 

目標値 25件 36件 39件 42件 45件 

実績 36件 28件 21件 18件 ３２件 みどりのカーテンコンテストを実施しま

す。 

 

 

① ヒートアイランド対策の推進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

84 

建物等の緑化の

促進 
有効な建物等の緑

化策について情報

収集を行います。 

建築物の壁面緑化等

の有効な緑化策につ

いて情報取集をしま

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
壁面緑化の製品の情報を集め
て、緑化協議に活かしました。 有効な建物等の

緑化策について

検討し、導入を推

進します。 

85 

身近な公園整備

の推進（再掲） 
既存の都市公園を

適正に管理し、必

要に応じて樹木等

の補植を行いま

す。 

既存の都市公園の樹

木が健全に生育でき

るよう整姿・剪定等

を実施しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
既存樹木の整姿・剪定等を行い、都

市公園のみどりを保全することが

できました。 
みどりのネットワ

ークの拠点とな

る都市公園の整

備を推進します。 

86 

人工排熱の抑制

に向けた普及啓

発の実施 クールシェアスポッ

ト登録施設等でグ

リーンカーテンを

設置します。 

八幡山の洋館にみど

りのカーテンを設置

するなど、壁面緑化

に取り組みました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
八幡山の洋館にみどりのカーテン

を設置するなど、壁面緑化等の普

及啓発に取り組むことができまし

た。 

ヒートアイランド

現象に関する普

及啓発を実施し

ます。 

 

 

 

 

 

 

評  価 

令和３年度評価  ３ 

評価の説明や

課題など 

令和３年度は、 個人の部 23作品（昨年度８作品）、教育機関等の部４作品（同４作品）、団体の部５作

品（同６作品）の応募となり、前年度よりも応募数が増加しました。今後も引き続き、みどりのカーテ

ンづくり相談会等を通してみどりのカーテンづくりを促進するとともに、すでにみどりのカーテンを

設置している方向けのコンテストの周知も積極的に行っていきます。 
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4-1 低炭素社会の実現に向けて取り組みます 

●施策 1 再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器等の導入促進 

① 一般家庭や事業者への再生可能エネルギー、高効率な省エネルギー機器等の導入促進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

88 

事業者の太陽光

発電システム等

の設置に対する

支援 
事業者が太陽光発

電システム等を設

置する場合に、費

用に対する支援を

します。 

市内製造業に対し、

平塚市企業立地促進

補助金制度の周知を

図りました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
製造業が利用可能な制度をまとめ

たチラシを作成し、市内事業者に配

布したほか、ウェブでも公開し周知

を図りました。 
事業者が太陽光

発電システム等

を設置する場合

に、費用に対する

支援をします。 

89 

再生可能エネル

ギーに関する普

及啓発の実施 
ひらつか環境フェ

アで環境教室を開

催します。イベント

等において再生可

能エネルギーに関

する情報提供をし

ます。 

新型コロナウイルス

感染症の影響で緑化

まつりは中止となり

ました。ひらつか環

境フェアについて

は、感染症対策のた

め規模を縮小して開

催したため、パネル

展示は中止となりま

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ― 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルス感染症の影響

でパネル展が中止となったため、多

目的ホールが使用できない場合の

啓発の場を今後検討する必要があ

ります。 

緑化まつりやひ

らつか環境フェア

で環境教室を開

催します。イベン

ト等において再

生可能エネルギ

ーに関する情報

提供をします。 

90 

省エネルギー機

器等に関する普

及促進の実施 市民団体や事業者

等と協力し、イベン

ト等の開催に合わ

せて、省エネ機器

（燃料電池やコー

ジェネレーション）

等の情報提供を行

います。 

省エネ機器に関する

状況提供について

は、パネル展が中止

となっため実施する

ことができませんで

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ― 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルス感染症の影響

でパネル展が中止となったため、多

目的ホールが使用できない場合の

啓発の場を今後検討する必要があ

ります。 

市民団体や事業

者等と協力し、イ

ベント等の開催

に合わせて、省エ

ネ機器（燃料電池

やコージェネレー

ション）等の情報

提供を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 地球環境保全へ貢献します 
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② 新たな再生可能エネルギーの促進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

91 

地域資源を活用

した新産業（波力

発電関連分野）の

創出 

平塚波力発電所の

稼働が年度末まで

延長されたため、

引き続き効率的な

発電に向けた開発

への協力とＰＲを

行います。 

平塚波力発電所の見

学会や講演、TV 取

材対応、出版物への

資料提供等を通じ

て、広く PR しまし

た。また、ヤフー株式

会社の企業版ふるさ

と納税を活用し、次

の波力発電所のコン

セプト実証など、効

率的な発電に向けた

開発を支援しまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 5 

〈評価の説明や課題等〉 
ヤフー株式会社から企業版ふるさ

と納税を受けたことで、事業全体が

加速しました。 企業、大学、行政

等の産学公連携

による平塚海洋

エネルギー研究

会の活動を支援

します。 
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●施策 2 くらしや事業活動における環境への配慮の促進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

92 

日常生活における環境への配慮の取組の

促進・コツコツプランの小中学生の参加者

の割合 

目標値  40％  41％  42％ 43％ 44％ 

実績 34％  23％ 32％ 30％ 47% ひらつかCO2 CO2プランを推進し、日

常生活における環境配慮の取組を市民に

広げます。 

 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

99 

クールシェアスポットの紹介・紹介してい

る施設数 

目標値 7施設 35施設 36施設 37施設 38施設 

実績 34施設 37施設 46施設 
― 

(0施設) 
６施設 公共施設に加え、民間事業者にも参加を

呼びかけ、クールシェアスポットを増やし、

ウェブサイト等で紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評  価 

令和3年度評価  5 

評価の説明や

課題など 

令和 3年度は小学校 12,114枚、中学校 6,333枚のリーフレットを配布しました。その結果小学生

編に 5,332人、中学生編に 3,278人の合計 8,610人が参加しました。（参加率は約 46.6％） 

一般家庭編については、今年度も環境省の「COOLCHOICE」個人賛同を周知するとともに、更に

多くの市民が参加し易く、環境問題への関心を高める契機となることを目指し、湘南ベルマーレのホ

ームタウンゲームにおいて来場者へのリーフレットの配付や大型ビジョンでの周知を行いました。ま

た、新たな試みとして e-kanagawa 電子申請システムを用いて取組参加受付を行い、事業の電子

化を図るとともに、ひらつかスターライトポイントアプリ内のお知らせ機能や市公式LINEにより事業

周知の電子化にも取り組みました。結果 1,018人から参加報告を受け、地球温暖化対策への関心と

理解を高めることができました。 

評  価 

令和３年度評価  ３ 

評価の説明や

課題など 

令和３年度は新型コロナウイルス感染症予防の対策を講じながら公共施設６施設をクールシェアスポ

ットとし、家庭での電力需要が高まる夏季に涼しい場所で過ごすことを推奨しました。 
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① 環境に配慮したくらしの普及 

№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

93 

電気自動車等に関

する普及促進の実

施 

企業等と共同で

電気自動車など、

クリーンエネルギ

ー自動車の普及

を促進します。 

ひらつか環境フェア

にて電気自動車の給

電デモンストレーシ

ョン及びプロパイロ

ットパーキング体験

会を実施しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
ひらつか環境フェアにて日産自動

車と協働し、電気自動車の給電デ

モンストレーション及びプロパイロ

ットパーキング体験会を実施しま

した。 

電気自動車など、ク

リーンエネルギー自

動車の普及を促進し

ます。 

94 

電気自動車の充電

設備の設置 

設備の保守管理

を行い、年間を通

して電気自動車

用急速充電器が

利用できる環境

作りをします。 

市ＷＥＢ等で周知

を行い、市民に電

気自動車用急速

充電器の利用を

促します。 

設備の保守管理を行

い、年間を通して電

気自動車用急速充電

器が利用できる環境

作りを行い、令和３

年度は、2,227件の

利用がありました。 

市ＷＥＢで周知を行

い、市民に電気自動

車用急速充電器の利

用を促しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
設備の保守管理を行い、年間を通

して電気自動車用急速充電器が

利用できる環境作りをすることが

できました。 

市ＷＥＢで周知を行い、市民に電

気自動車用急速充電器の利用を

促すことができました。 

市庁舎に電気自動

車の充電設備を設

置します。 

 

 

 

95 

防犯街路灯の LED

照明の使用 

防犯効果を高め

るため、基準に基

づき、ＬＥＤ防犯

街路灯を設置し

ます。 

防犯街路灯を設

置する際は、ＬＥ

Ｄ照明を設置す

ることで、省エネ

化を推進します。 

ＬＥＤ防犯街路灯を

45灯設置しました。 
後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
防犯街路灯の設置基準に基づき、

地域の要望箇所にＬＥＤ防犯街路

灯を設置しました。 

防犯街路灯を新規

に設置する際は、ＬＥ

Ｄ照明を採用しま

す。 

 

96 

道路照明灯の LED

照明の使用 新規設置はＬＥＤ

照明設備を採用

し、Ｗ数の小さい

既設非ＬＥＤ照明

については更新

時にＬＥＤ化をし

ていきます。 

34 機の既設照明設

備をＬＥＤ化すること

ができました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
34機の既設照明設備をＬＥＤ化す

ることができました。 
既存の道路照明灯

は全灯をＬＥＤ化し

ていくとともに、今

後、新規に設置する

際は、ＬＥＤ照明を採

用します。 
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№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 

 

     評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

97 

雨水の有効活用の

促進 
雨水貯留槽の設置

補助を実施し、雨

水の有効利用を促

進します。 

雨水貯留槽購入費

補助金 10基 

浄化槽転用雨水貯

留槽施設設置工事

費補助金 ０基 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
広報紙やＨＰ、LINE や Twitter

を利用してのメッセージ配信等で

制度を周知しました。雨水利用推

進法で定められている国の財政上

の措置等の動向を注視する必要

があります。 

雨水貯留槽の設置

補助を実施し、雨

水の有効利用を促

進します。 

98 

クール・タウンの普

及啓発の実施〔再

掲〕 みどりのカーテン

コンテストを実施

し、入賞作品を展

示して、みどりのカ

ーテンの普及促進

を行います。 

【応募目標 45件】 

令和３年度は、 個

人の部 23 作品、

教育機関等の部４

作品、団体の部５

作品の合計 32 件

の応募となりまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
個人の部では前年度より応募が

増加しましたが、教育機関等の部

は同数、団体の部は減少となりま

した。令和４年度はみどりのカー

テンづくり相談会を開催し、みど

りのカーテンづくりを促進すると

ともに、すでにみどりのカーテン

を設置している方向けのコンテス

トの周知も積極的に行っていきま

す。 

みどりのカーテン

コンテストを実施

します。 

100 

環境に配慮した電

力契約の推進 

環境関連イベント

等で、環境に配慮

した電力契約の推

進を図ります。 

環境関連イベント

等で、環境に配慮

した電力契約の推

進を図ります。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
啓発の場について、社会情勢に応

じて今後検討する必要がありま

す。 講演会等を通し

て、温室効果ガス

の排出が少ない電

力事業者など、環

境に配慮した電力

契約の普及啓発を

行います。 
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② 環境に配慮した事業活動の普及 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

101 

ライトダウンキャ

ンペーンの実施 

市内の事業者や各

家庭に一斉消灯を

呼びかけ、事業に

参加する事業者や

各家庭を増やしま

す。 

星空の観察も併せ

て呼びかけること

で、光害（ひかりが

い）の問題につい

ても引き続き周知

啓発を行います。 

令和 4 年 1 月 21

日に市内の事業者

に一斉消灯を呼び

かけ、市内 20 事業

所等に協力宣言を

してもらいました。

エコキャンドル作り

教室の開催や、周知

ポスターを市内の

公共施設や事業所

に掲示を依頼する

ことで市民の参加

を促しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
市内の事業者、各家庭に一斉消灯

を呼びかけるだけではなく、同日

に星空の観察も併せて周知するこ

とで、取組に参加する動機づけを

高めることや光害（ひかりがい）の

問題を周知することができました。 

ライトダウンキャ

ンペーンを実施

し、公共施設や企

業の参加を促し

ます。 

102 

建築に伴う環境

負荷の低減 
法令等に基づく指

示等を実施します。 

建築物省エネ法に

基づく届出におい

て、必要に応じて改

善をするよう指導

を行いました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
建築物省エネ法に基づく届け出に

おいて、基準に適合しない案件に

ついては適合するよう指導した結

果、不十分な届出はありませんで

した。 

法令に基づく指

示等を継続して

実施します。 
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●施策 3 市の事業活動における環境への配慮 

① 市の事業活動における環境への配慮 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

103 

ひらつかエコモー

ドの取組の推進 

電気使用量を令和

元年度比で 1.8％

削減、CO２排出量

を令和２年度比で

２％削減、公用車の

燃費実績の向上、

ぺーパーレス化の

推進に取り組みま

す。 

目標達成に向け、

省エネルギー、省

資源の取組などを

継続的に推進しま

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルス感染症の影響

で、この２年間の庁内の電気使用

量が通常時と異なることから、令

和４年３月時点の予想では、電気

使用量及びＣＯ２排出量の削減目

標を達成できないことが見込まれ

ます。 

市の環境配慮活動

が向上するよう、

省エネルギーや省

資源等に継続的に

取り組みます。 

104 

公共施設の太陽光

発電システム等の

再生可能エネルギ

ー、省エネ改修や、

省エネ型機器の導

入検討、推進 省エネ型機器に関

する説明会や関係

機関と協議を行

い、導入方策につ

いて調査・研究を

行います。 

公共施設に、太陽

光発電システム導

入のための検討を

行いました。 

また、みどり公園・

水辺課にてＬＥＤ化

を進めました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
公共施設に、太陽光発電システム

導入のための検討を行いました。 

また、みどり公園・水辺課にてＬＥ

Ｄ化を進めました。 

省エネ改修や、省

エネ型機器の導入

検討を促進すると

ともに、屋根貸し

事業による太陽光

発電など、いろい

ろな導入方策につ

いての調査・研究

を行います。 
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№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 

  

     評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

105 

ごみの焼却に伴う

余熱利用の推進 環境事業センター

から余熱利用施設

に熱供給をしま

す。 

環境事業センターか

ら余熱利用施設に

熱を供給しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
計画通り、温水及び熱を供給しま

した。 
環境事業センター

から余熱利用施設

に熱供給をしま

す。 

106 

廃棄物発電 

環境事業センター

運営事業者が発電

余剰分を売電しま

す。 

発電余剰分として

25,538,160kWh

の電力を売電しまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
環境事業センター運営事業者が

発電余剰分を売電しました。 環境事業センター

の焼却熱を利用し

た発電を行い、施

設にて電気を使用

するとともに、発

電余剰分の売電を

行います。 

107 

公共施設における

環境に配慮した電

力調達契約の推

進 

環境評価項目の見

直しや、電力の地

産地消事業の継続

により、環境配慮

契約を引き続き推

進します。 

高圧受電施設につ

いては、電力調達に

係る環境評価項目

を満たす事業者の

選定を行い、入札を

実施するとともに、

一部の施設は県の

再エネ共同オークシ

ョンに参加しまし

た。 

低圧受電施設につ

いては、電力の地産

地消事業に係るパー

トナー事業者を現行

より安価になること

を条件に選定しまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
高圧受電施設については、電力調

達に係る環境評価項目を満たす

事業者の選定を行い、入札を実施

しましが、電力料金の高騰によ

り、落札価格に影響が出ていま

す。 

低圧受電施設については、電力の

地産地消事業に係るパートナー事

業者を現行より安価になることを

条件に選定しました。 

公共施設の電力

調達にあたって

は、環境に配慮し

た事業者選定を推

進します。 
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4-2 循環型社会の実現に向けて取り組みます 

●施策 1 廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

108 

家庭系ごみの減量化・資源化に向けた普

及啓発・市民一人当たりのごみ排出量 

目標値 903ｇ 899ｇ 894ｇ 889ｇ 889ｇ 

実績 881ｇ 871ｇ 878g 85３g 
8３１g 

(速報値) 
家庭系ごみの減量化・資源化の啓発を広

く実施します。 

 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

109 

事業系ごみの排出ルールの徹底や事業者

に対する指導・ごみの資源化率 

目標値 26.5% 26.5% 26.5% 26.6% 26.7% 

実績 25.4% 25.5% 25.3% 26.４% 
26.０% 

(速報値) 

多量排出事業者に対し、減量化及び資源

化に関する計画書の提出を求めるほか、

定期的に立入調査を行い、取組状況を確

認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評  価 

令和３年度評価  5 

評価の説明や

課題など 

現在、県が集計中のため、確定は令和４年３月頃になる予定です。 

ごみの減量を呼び掛けるチラシの配布等の推進策を実施することにより、市民１人が１日に排出する

ごみの量の削減を推進しました。 

評  価 

令和３年度評価 4 

評価の説明や

課題など 

現在、県が集計中のため、確定は令和４年３月頃になる予定です。 

事業系ごみの排出ルールの徹底や多量排出事業者に対するヒアリング調査を実施し、ごみの減量

化、資源化を推進しました。 
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① 廃棄物の発生抑制・資源化の推進 

№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

110 

剪定枝の有効活用 

市民にごみの適正

排出を啓発し、剪定

枝の戸別収集を行

うことで剪定枝の

資源化に努めます。 

市民にごみの適

正排出を啓発し、

家庭系 147 トン、

公共系586トン、

合計 733 トンの

剪定枝の戸別収

集を実施しまし

た。（令和４年２月

実績値まで反映） 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
市民にごみの適正排出を啓発し、

剪定枝の戸別収集を行うことに

より、剪定枝の資源化に努めまし

た。 

剪定枝の予約制各

戸収集を行い、二宮

町ウッドチップセン

ターへ搬入し、資源

化量の向上を推進

します。 

 

111 

使用済小型電子機

器等の資源化の促

進 

小型家電回収ＢＯＸ

による回収に加え、

民間の力を活用し

て不燃ごみに含ま

れる使用済小型電

子機器等（制度対象

品目）の資源化の促

進に取り組むとと

もに不燃ごみとし

て出された使用済

み小型家電等（制度

対象品目）の適正な

選別収集の実施な

ど、さらなる資源化

のための施策を推

進していきます。 

小型家電回収ＢＯ

Ｘによる回収に加

え、民間の力を活

用して不燃ごみに

含まれる使用済小

型電子機器等（制

度対象品目）の資

源化の促進に取り

組むとともに不燃

ごみとして出され

た使用済み小型

家電等（制度対象

品目）の適正な選

別収集の実施な

ど、さらなる資源

化のための施策

を推進していきま

す。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
小型家電回収ＢＯＸによる回収に

加え、民間の力を活用して不燃ご

みに含まれる使用済小型電子機

器等（制度対象品目）を選別収集

することにより、資源化が促進さ

れました。 

小型家電回収ＢＯＸ

による回収に加え、

民間の力を活用し

て不燃ごみに含ま

れる使用済小型電

子機器等（制度対象

品目）の資源化の促

進にも取り組みま

す。 

112 

環境にやさしい店舗

づくりの推進 
市ＨＰやごみ通信、

キャンペーン活動

等を通じて、ごみ減

量化・資源化協力店

のＰＲや利用促進に

努めます。 

ごみ減量化・資源

化協力店に対しプ

ラスチック資源循

環促進法に関する

アンケートを実施

しました。また、市

ＨＰを通じて、協

力店の利用促進

に努めました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止の観点から、キャンペー

ン等一部の活動が行われなかっ

たことはやむを得ない理由と考

えます。 

ごみ減量化・資源化

協力店の活動を促

進します。 
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② 廃棄物の適正処理の推進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

113 

焼却残さの資源

化の推進 
計画通り、ごみ焼

却施設焼却残さを

資源化します。 

焼却残さを 100％

資源化しました。 
後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
計画通り、ごみ焼却施設焼却残さ

を資源化しました。 
ごみ焼却施設の

焼却残さを資源

化します。 

114 

広域的なごみ処

理の推進 

分別収集区分の統

一に係るマニュア

ルを運用します。 

マニュアルに基づい

た分別収集につい

て、適切な運用を行

いました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
広域での分別収集について、適切

な運用を行いました。 
分別収集区分の

統一に係るマニ

ュアルを運用し、

適正な分別収集

を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



60 

 

●施策 2 不法投棄防止対策の推進 

① 不法投棄防止対策の推進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

115 

不法投棄防止

パトロールの実

施 

県との合同パトロ

ールを４回と、随時

のパトロールを実

施します。 

日常的に投棄され

ていた場所につい

て、排出頻度及び排

出量の減少が確認

できました。また、

新たに投棄される

場所について認識

ができ、対策を検討

することができまし

た。 

なお、県との合同パ

トロールは、新型コ

ロナウイルス感染拡

大防止の観点から、

１回のみ実施しまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ― 

〈評価の説明や課題等〉 
新たに投棄される場所についての

早期発見、早期対応ができました。

また、県との合同パトロールは、、

新型コロナウイルス感染拡大防止

の観点を踏まえ、計画的に実施す

る必要があります。 

県との合同パト

ロールを4回と、

随時のパトロー

ルを実施します。 

116 

不法投棄防止

に向けた普及

啓発 
県と協力しながら

看板掲出等により

適正排出を啓発し

ます。 

不法投棄防止のた

め、関係機関と協力

しながら 105 枚の

看板掲出等を行い

ました。また、新た

なレイアウトの掲示

物を作成し、普及啓

発に活用しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
関係機関と連携しながら、看板掲

出等に努め、適正排出を啓発する

ことができました。 神奈川県と協力

しながら、看板掲

出等により、適正

な排出を啓発し

ます。 

117 

不法投棄物の

追跡調査と回

収 
県、警察等関係機

関と連携しながら、

追跡調査に取り組

みます。 

関係機関と連携し

た追跡調査を13件

取り組みました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
警察との意見交換等を継続的に行

い、昨年度よりも追跡調査回数を

増加することができました。 
県、警察等の関

係機関と連携

しながら、追跡

調査に取り組

みます。 
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5-1 環境教育・環境学習を推進します 

●施策 1 幼稚園・小中学校などにおける環境教育の充実 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

118 

わかば環境ＩＳＯの推進・参加校・園数 
目標値 54校・園 54校・園 55校・園 55校・園 55校・園 

実績 55校・園 56校・園 57校・園 56校・園 57校・園 わかば環境ＩＳＯを通した環境配慮活動

に、学校や幼稚園で取り組むことで、子ど

もたちの環境に対する意識を育みます。 

 

 

① 幼稚園・保育園・小中学校での環境学習の推進 

№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成29年～令和3年) 

119 

保育園におけ

る環境への取

組の促進 

みどりのカーテン

の設置や節水など

に取り組みます。ま

た、廃材を利用し

た作品を作るな

ど、環境配慮への

取り組み及び啓発

を行います。 

節水・節電の呼びか

けや廃材を利用し

た作品の製作、マチ

コミを利用した、掲

示物のペーパーレス

化は全園で取り組

みました。緑のカー

テンは、全８園中６

園が取り組みまし

た。 

また、ゴミの削減

(使用済み封筒・菓

子袋をゴミ袋として

利用)（１園）、バケツ

コンポスターでたい

肥作り（給食の野菜

の皮を利用し、生ご

み削減）（１園）等を

行いました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
全園で環境配慮への取り組みが浸

透しています。引き続き運営に支

障のない範囲で工夫して環境配慮

に努めます。 

緑のカーテンの

設置や節水など

に取り組みます。

また、廃材を利

用した作品を作

るなど、イベント

等で積極的にリ

サイクルを行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

5 市民・事業者等による環境保全活動を促進します 

評  価 

令和３年度評価  5 

評価の説明や

課題など 

令和３年度はわかば環境ＩＳＯの取組がさらに広がるように事業の趣旨・目的を直接説明することで、

新たに県立中等教育学校 1校が取組に参加しました。 

また、各学校・園での発達年齢段階に応じた取組の浸透により、環境教育への取組の充実を図りまし

た。 
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② 学校などでの環境学習の支援 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成29年～令和3年) 

120 

学校での出前

教室等の開催 

【環境政策課】 

ひらつか環境ファ

ンクラブと連携し

て、環境・地球温暖

化対策出前講座を

開催します。さら

に、令和３年度で

は、地球温暖化対

策の一環として、

みどりのカーテン

づくり相談会を実

施します。 

 

【収集業務課】 

小学４年生を対象

に市内 28 校で実

施します。（金目小

学校五領ヶ台分校

は、学校側の事情

により実施しませ

ん。） 

【環境政策課】 

ひらつか環境ファン

クラブと連携して、

環境・地球温暖化対

策出前講座を開催

します。さらに、令

和3年度では、地球

温暖化対策の一環

として、みどりのカ

ーテンづくり相談会

を実施します。 

 

【収集業務課】 

28 校（金目小学校

五領ヶ台分校を除

く）のうち、実施希

望のあった 21 校

（1,825 人）で実施

しました。また、当

該年度はごみ収集

車の見学を併せて

行いました。 

なお、新たな試みと

して、公立保育園等

を対象にごみ収集

車見学会を開催し、

9 園のうち、実施希

望のあった 7 園

（400 人）で実施し

ました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉５ 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境政策課】 

ひらつか環境ファンクラブと連携

して、環境・地球温暖化対策出前講

座を 14 回、みどりのカーテンづく

り相談会を１回開催しました。 

 

【収集業務課】 

新型コロナウイルス感染拡大防止

の観点から、実施希望校が減少し

たももの、ごみ収集車の見学等新

たな体験を行うことにより、理解

を深めることができました。また、

乳幼児向けの体験を新たに行うこ

とにより、環境学習のきっかけと

することができました。 

学校などで出
前教室を開催
するなどして、
子どもたちへ
の啓発を進め
ます。また、ご
み学級を、環境
事業センターで
実施します。 

121 

環境学習教材

や情報の提供 
【環境政策課】 

環境学習教材の貸

し出しを実施しま

す。 

また、ウェブサイト

「ひらつか環境学

習ガイド」により、

情報提供を行いま

す。 

 

【教育研究所】 

「わたしたちの平

塚」を一部改訂し、

市内小学 3 年生に

配布します。 

【環境政策課】 

環境学習教材の貸

し出しは 0 件でし

た。 

ウェブサイト「ひらつ

か環境学習ガイド」

には、2,687 件の

アクセスがありまし

た。 

 

【教育研究所】 

「わたしたちの平

塚」を一部改訂し、

市内小学３年生に

配布しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境政策課】 

環境学習教材の貸し出しはありま

せんでした。 

ウェブサイト「ひらつか環境学習ガ

イド」は内容を見直し、修正しまし

た。なお、アクセス数は昨年度より

も減少しました。 

 

【教育研究所】 

「わたしたちの平塚」を市内小学３

年生に予定数量配布しました。 

「わたしたちの
平塚」を小学校
3 年生へ配布
し、身近な環境
に関する学習
機会を提供し
ます。 
環境学習教材
の貸し出しを実
施します。 
また、ウェブサ
イト「ひらつか
環境学習ガイ
ド」により、情
報提供を行い
ます。 
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●施策 2 地域における環境教育・環境学習の充実 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

127 

市民活動団体等と連携した出前講座等の

実施・講座開催回数 

目標値 10回 11回 12回 13回 14回 

実績 11回  11回 13回 
― 

(4回) 
１５回 ひらつか環境ファンクラブと連携して、環

境・地球温暖化対策出前講座を開催しま

す。 

 

 

① 子どもを対象とした環境教室等の開催 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

122 

子ども環境教室

の開催（金目川

生き物観察会は

再掲） こども環境教室（海

岸編、里山編、エコ

キャンドル教室)を

実施します。教室

の内容の連続を避

けるため、海岸編

は、ビーチコーミン

グ等の活動を検討

します。 

【里山編・金目川の

生き物観察会・海岸

編】 

新型コロナウイルス

感染防止のため中

止となりました。 

【エコキャンドル教

室】 

令和3年 12月 18

日（土）に実施し、

16 名が参加しまし

た。 

【環境フェア】 

令和 3 年 7 月 18

日（日）に実施し、小

学生73名が参加し

ました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ― 

〈評価の説明や課題等〉 
こども環境教室については、新型

コロナウイルス感染症の影響で中

止となりました。 

なお、実施した教室では、ソーシャ

ルディスタンス、マスクの着用及び

人数制限の実施などの対策を取っ

て実施することができました。 

子ども環境教室

（海岸編、里山

編、金目川の生

き物観察会）や環

境フェア等の機

会を利用して環

境教室を実施し

ます。 

123 

環境ポスターコ

ンクール等の実

施 

環境ポスターコン

クールを実施しま

す。 

環境ポスター（303

作品）の応募があり

ました。 

市役所本館にて入

賞作品の展示をし

ました。なお、新型

コロナウイルス感染

防止のため表彰式

は中止となりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルス感染症の影響

で、表彰式を実施することはでき

ませんでしたが、予定どおり事業

を実施し、入賞作品展の展示や市

ＨＰへの掲載をすることができまし

た。 

環境ポスターコ

ンクール等を実

施します。 

評  価 

令和３年度評価 ５ 

評価の説明や

課題など 

市民団体に講座開催を積極的に促すことにより、環境・地球温暖化対策出前講座を開催することがで

きました。 

目標回数よりも多く実施することができました。 
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124 

こども自然体験

教室の開催 

びわ青少年の家

で、農作業や収穫

物の加工・創作活

動などを行う、こど

も自然体験教室

(びわっ子クラブ )

を会員 32 名で年

９回開催します。 

びわ青少年の家で、

農作業や収穫物の

加工・創作活動など

を行う、こども自然

体験教室（びわっ子

クラブ）を会員 32

名で年 11回開催し

ました。 

※うち、４回（ ７ ・

11・12 月）は、年間

活動スケジュールに

定める活動とは異

なる「番外編（野菜

収穫、焼芋、ピザ、

土器作り）（任意参

加）」として開催しま

した。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルス感染拡大防止

の観点から、一部活動を中止、延

期、規模を縮小して開催しました。

また、「番外編」として、活動機会の

確保に努め、年間スケジュールとし

て予定していた活動と合わせ、計

11回開催しました。 

こども自然体験

教室(びわっ子ク

ラブ  )で、農作

業や収穫物の加

工・創作活動など

を行います。 
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② 幅広い年齢層を対象にした環境学習の促進 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

125 

青少年育成・生

涯学習等におけ

る環境学習の促

進 地域の学習ニーズ

を把握し、地域の

自然環境や地域人

材・団体を活用した

講座を行います。 

波力発電施設や環

境事業センターの

見学会、生きもの観

察会など地域のニ

ーズに合わせた講

座を実施した。（計

14 事業、参加者数

延べ 681人） 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
事業数は昨年度より増加し、新型

コロナウイルスまん延防止策を取

りながら開催できた。今後は環境

関連講座を実施する公民館を増や

していきます。 

地域の学習ニー

ズを把握し、地域

の自然環境や地

域人材、団体等

と協働し、環境を

身近に感じるよ

うな催しや講座

等を開催します。 

126 

博物館における

環境に関する講

座等の開催 

自然に関する講座

や体験学習、自然

観察などの行事を

開催します。 

自然教室を５回開

催し、69 人が参加

しました。カタツム

リの調査では、調査

結果を博物館の研

究報告に掲載・刊行

しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
開催できた行事では、参加者は昆

虫などの観察や学習を通じて、身

の周りの環境と生物の関わりを学

び、野生生物への理解が促進され

ました。 

野生動植物に関す

る講座、体験学習、

調査や自然観察な

どの行事を開催し

ます。また、市内の

植物相の状況調査

と植物標本の整理

を行います。 

128 

緑と水に関わる

きっかけとなる

体験学習の実施 

馬入水辺の楽校で

の活動について、

広報ひらつかや、

市ＨＰのイベントカ

レンダーに掲載す

ることで、活動支

援を行います。 

馬入水辺の楽校の

イベント周知のた

め、広報ひらつかに

掲載しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
広報ひらつかで馬入水辺の楽校で

のイベントについて周知したこと

で、多くの市民にイベントの周知を

することができ、また、馬入水辺の

楽校について知っていただく機会

となりました。 

市民団体等と協

働し、子どもや親

子を対象とした

環境に対する体

験学習プログラ

ムを実施します。 

③ 人材育成 

129 

環境保全に関わ

るリーダー等の

養成 

平塚市環境市民講

座を開催します。 

環境保全団体の活

動を紹介するパネ

ル展示を実施しま

す。 

新型コロナウイルス

感染拡大防止の影

響により、平塚市環

境市民講座はオン

ライン形式で実施し

ました。なお、環境

保全団体の活動を

紹介するパネル展

については、市役所

本館多目的ホール

が新型コロナウイル

ス感染症関連事業

として使用するため

中止となりました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルス感染症の影響

で、感染症対策を講じるため、オン

ライン形式で事業を実施すること

ができました 

環境保全活動など

に積極的に取り組

む市民（リーダーや

コーディネーター）

養成のため、環境

市民講座等の開催

や啓発を行いま

す。 
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5-2 市民等の取組や連携を支援します 

●施策 1 市民活動や企業の取組に対する支援 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 今後 5年間の事業計画(平成 29年～令和 3年) 

134 

ひらつか環境ファンクラブの活動の

促進・ひらつか環境ファンクラブ団体

会員数 

目標値 
団体会員 

27団体 

団体会員 

28団体 

団体会員 

28団体 

団体会員 

29団体 

団体会員 

29団体 

実績 
団体会員 

27団体 

団体会員 

29団体 

団体会員 

29団体 

団体会員 

29団体 

団体会員 

29団体 
環境ファンクラブのイベントへの出展

支援や活動発表会の開催を支援しま

す。 

 

 

① 市民の環境保全活動に対する支援 

№ 
個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 評価 
今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

130 

環境保全活動団

体への支援 
【環境政策課】 

市内の地区美化推

進委員会に補助金

を交付します。地区

からの要請に基づ

き消耗品等の提供

を行います。 

 

【みどり公園・水辺

課】 

【公園愛護会】 

・公園愛護会各団

体へ交付金を交付 

・公園愛護会連絡

協議会総会を書面

にて開催 

・役員会の開催 

・会報の発行 

【環境政策課】 

市内の地区美化推進員

会に対し「美化運動推進

事業補助金」を交付しま

した。 

 

【みどり公園・水辺課】 

【公園愛護会】 

・159 団体へ交付金交

付 

・公園愛護会連絡協議会

総会の書面開催 

・役員会の開催 

・会報の発行 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境政策課】 

各地区での活動は、新型コロ

ナウイルス感染症の影響から

総じて縮小を余儀なくされる

結果となりました。 

 

【みどり公園・水辺課】 

【公園愛護会】 

159 団体へ交付金を交付し、

公園愛護会連絡協議会総会

の書面開催、役員会の開催、

会報の発行を行いました。 

地区美化推進委

員長連絡協議会

や公園愛護会・

緑化モデル団体

の活動支援を行

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

評  価 

令和３年度評価 4 

評価の説明や

課題など 
ひらつか環境ファンクラブへの活動支援として、活動発表会等の実施を支援しました。 
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№ 

個別施策 

令和３年度計画 令和３年度実績 令和４年度計画 

 

評価 今後 5年間の事業計画 

(平成 29年～令和 3年) 

131 

市民によるまち

づくりの支援 

まちづくり探偵団

等の開催やスケッ

チ展の開催、景観

まちづくりに関連

する事業の紹介や

景観パネル展を開

催して、情報提供

等を行うことによ

り、市民によるまち

づくりを支援しま

す。 

新型コロナウイルス感染

拡大の影響により、まち

づくりわいわい塾、まち

づくり探偵団は開催で

きませんでした。 

スケッチ展及び景観パネ

ル展を開催し、景観まち

づくりに関連する情報提

供等を行い、市民による

まちづくりを支援しまし

た。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
新型コロナウイルス感染拡大

の影響により、まちづくりわ

いわい塾、まちづくり探偵団

は開催できませんでしたが、

代替策として啓発パンフレッ

トの作成について検討を進め

ました。 

また、新型コロナウイルス感染

防止のため例年の内容と一部

変更をしましたが、スケッチチ

展及び景観パネル展を開催

し、景観に関する情報提供や

啓発を行うことで市民による

まちづくりを支援しました。 

まちづくりわい

わい塾、まちづく

り 探 偵 団 の 開

催、スケッチ展の

開催、景観まち

づくりに関連す

る事業の紹介や

景観パネル展を

開催して、情報提

供等を行うこと

により、市民によ

るまちづくりを

支援します。 

② 環境にやさしい企業づくりの支援 

132 

環境に配慮した

活動の推進 平塚地区環境対策

協議会の活動を通

じて、市内事業者

の環境に配慮した

活動を支援します。 

平塚地区環境対策協議

会の活動を通じて、市内

事業者の環境に配慮し

た活動を支援しました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
平塚地区環境対策協議会の

活動を通じて、市内事業者の

環境に配慮した活動を支援し

ました。 

平塚地区環境対策

協議会の活動等を

通じて、企業間の

交流や環境負荷の

低減への取組を促

進します。 

133 

公害関係法令に

関する情報提供 市ＨＰでは、随時情

報発信を行いま

す。また、事業場立

入時に、最新の情

報をチラシ等で周

知します。さらに、

メールアドレス登

録があった事業者

に対し、環境法令

に関する情報のメ

ール配信を行いま

す。 

市ＨＰで法令改正や環境

測定結果に関する情報

を随時発信しました。 

アスベスト規制の改正内

容を周知するために企

業説明会を開催しまし

た。 

県条例の手続きに関す

るお知らせ等の情報を

メールで 102 事業所に

配信しました。 

解体工事現場の現地確

認時に、アスベスト規制

に関するチラシを配ると

ともに、規制内容の説明

を行いました。 

後期計画へ移行 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
市ＨＰでは、押印廃止や法令

改正に関する情報を随時発信

しました。 

大気汚染防止法、県条例のア

スベスト関連の法令改正内容

について、施工業者を対象に

企業説明会を開催し、説明を

行いました。 

事業者にメールアドレス登録

を呼びかけ、登録があった事

業所に法令改正に関する情報

をメール配信しました。 

ウェブサイトで、

随時情報発信を

行います。また、

チラシや事業者

説明会による周

知を行います。 

 


